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手の組合せ方 ＼について
A study on七hemode of clasping the hands. 

(With English rぬumep. 52). 

川主義昌太

Mas a，七aKawa be 

北海道事塾大器札脱分校生物事研究室

北海道大串理皐部動物事教室

手を組合せたと~！，上の方・になる栂指が右であるか，左であるかは殆んどすぺての人では夫々一定している。

とのととはすでに Lutzく1908）が着目 L研究して以来， Downeyく1926), Kamm (1930), Rothschield 

(1930), Ludwig (1932）及び山浦（1940）等によって，右栂出を上にして手を組む者の頻度〈一般額度，性
『島

差，年齢及び民族差〉，利手との相闘性及び遺i等：性等につu、て研究された。著者もf武近手の組合せ方につャて若

干翻査を試みたpで，その結果を報告する。

本研究における費料は何れも質問法により調査票に記入して貰って蒐めたo資料を便宜上次の3つに分ける。

費料A. 添田氏によって符られた札幌市内における家紋ー調査 (316家扶1906人〉。 －

費料..B. 著者自身により北海道各地より蒐めた家接調査。腕の組み方及び手拭の絞り方等をも併せ調査した

(347家族2179人〉。

費料c.村松氏によって符られた，函館市内の新制高・中皐校における利手との相関性の調査〈年齢12～20
哉のもの4022人〉。 ・

本文に入るに先立ち， 本研究に常ヲて終始懇切なる御指導御鞭挺を賜った北海道｝，：J}！理皐部設授牧野佐二郎

樽士に心から感謝の誠を捧げる。京都大事理翠部名容致・iえ駒井卓博士には文献について有力な御教示を仰いだ。

とLに記して厚〈御誼111上げる。 コく，北海道大事理事M~続物事救室添田倣IJ)J 致授及び函館市遺立女子高等：事校

教官村総康氏から費料此集その他色々の駄にヲし、て御錠助を持たことを厚〈感謝する。

I・ 右揮指を上に手を組岩手fの頻度
＼ 

1手を組合せたとき上にする抑指は右であるか光で・あるかは人によって一定していて，何れの

栂指をも上にして手を組むととの出来るのは Downey (1926）のいえる如く殆んどいなく，

資料Cにおいて僅かに4022.fi.r:fI 7名算えたにすぎ友い。本研究ではかLる中間性Dもの、を左11：ま

指を上にして手を組む者の方にか1えた。右Jほ指を上忙して手を組む者、以下略して単に右上に

する者という〉の頻度は第1表に示した通りであるU ff.ij，第1表には参考のため従来の研究者

Table t Percentages of individuals who clasp the hands with right thumb u_pper-
most, giving in comparison with the other authors' data. 

Authors l~！ght Left Total Right I 
nd hand hanll”% Remark日

Lutz (1908) 298 187 485 61.4 ~~::.ieu 、I 313 226 539 58.3 
359 239 598 ・60.0 . children Scotch 
2ラ2 174 426 59.I f~f:ts 611 413 1024 59.5 

Downey (1926) 516 ラ24 1040 49.61 n1en 
293 248 541 54.16 τvomen 
301 271 572 51.06 men 
181 ！~~ 338 56.2 可vornen482 910 52.9 total 
49 82 131 37.4 men 

}le山42 49 91 46.2 τvoruen 
91 131 222 40.9 to ta.I 
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Kamm (1930) 90 50. Germany 

Rotbschield (1930) iラ0-216 48. 
300・500 43. children Germany 

Ludwig c 1932) 304 50. Germany 

Yamaura (1940) 456 394 850 54.±4 
327 234 561 ~8ラ：~2 women .Japanese 783 628 1411 total 

138 59.±4 
142 51.土4 women Korean 
280 55.±3 total 

Kawa.beぐthispaper) I 507 315 822 61.8 
600 432 1032 ぢ9.3 women 
ラ41 327 868 62.3 above 20 years -Data A 
%6 420 986 57.4 under 20 years 
1107 747 1854 ラ9.7 total ) .Japanese 
1410 769 2179 64.7 Data B 
1200 654 18ラ4 64.7 

n ｝品1391 777 2168 64.1 women a C 
2592 1431 4022 64.4 total 

の結果をも併せ示して烏いた。今回の結果で、は右上にする者の頻度は 57.4～64.7%であり，他

の研究者の 40.9～6l.4%tc比して粉々高率であるが，大体一致した傾向を示している。叉，中

には他の研究者の結果とは有意な差異がるると思われるもむがあるが，果して民族差によるの

か・資料蒐集法上の差異によるθかは俄かに定め難い。

右上にする者。頻度の男女による差異は Downey ~192G) によれば有意に見えるが， Lu句

(1908），山浦（1940）及び著者の調査結果（銘 1表）から考えると性差があるとはいえない。

年令に主る差異については Rothschield(HJ30）以外誕も調任してい友いようであるが，資

料 Aにおいて20才以上のものと20ナ・以下のものと’に分けてみたととろ，第1表にみられる如く

明らかに有窓な差異がみられた（ぷ＝4.G7）。手の組合せ方は利子・と同様に成人は子供より右上

にする者が多いといえるo

1 利手との机閥々係
Lutz〔mos）は手の組合せ方は利手と無閥係であるとしたが， Downey ( 1B26）は筆記・パ

ット祢握り及び~；1：の持ち方の 3種の利手と手の組合せ方とのrrnrc明らかた相秘性のあるととを

述べている。著者はまづド14手を月jいてなす類似の動作である手拭を絞る時前方にする手及び腕

Table 2 Relations of the mode dasping the ban<lr; with the similar actions 

of hand fl or hande<lnes日ofvariou日actions・

------ 1'he mode of clasping the hands I }"t_i＿~ht thu_旦Eupp竺 ILeft_ th~m_!->_ upper _I 公

!Right left Right jRight Left Right I x2-values 
Actions of using hands 、－－：：：：：：， lh~nd hand hand-%1hand hand hand-%) 

一一一一iThef石E 五五~in fol di元石五日， －96「~3.9寸 -426- 343－ーラロ I t5.24 
Data B ITbe fore hand i? I 950 460 67.3 I 493 276 64.1 I 2.38 

Wl＇・1nging_a towel 
The hand using a pencil 
The hand using chopsticks 
The band throwing a ball 
The band using a fan 

Data C !The more straining 
hand in batting 

'The more sもraininghand 
u日iuga long broom 

IT be出 orestraining hand 
in wringing a・ towel 

* ir, the x~ －value of tue 2x2 table test bet"¥¥’een the mode of clasping the hands ancl the 
actions of each step of the left coluum. 

2589 2 
2586 ラ
2538 53 
2476 115 
2ラ18 73 

99.9 
99.8 
97.9 
9ラ.5
97.1 

1427 
1419 
1378 
1337 
1367 

A
T
4
4
q
J
λ
守
刈
守

’i
Eノ

n
y
ζ
U

戸一－99.7 I l.35 
98.4 I 7.6ラ
96.2 I 9.87 
93.4 I 8.47 
95.5 I 8.08 

995 lラ96 306 475 956 33.1 9.69 

2019 ラ72 77.9 983 448 61.7 41.48 

~ 
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を組んだ時前にする腕と手の組合せ方とめ間の相関性について調査した。その結果第2表資料

Bの如く手拭の絞り方とは相関性があるとはい Lきれ友いが，腕の組み方とは明らかに相関性

があるる角，第2表の最右欄の x2－値とは最左側に示した動作と手の組合せ}jとの2×2去検

定のぷの11在である。

さらに利手との相関性を検するために，えんぴつを指つ手，箸を指つ手，ポールを投げる手，

扇子を使う手，パット棒を振る時上にする手，長帯を持つ時下にする手，・及び手拭を絞る時力

を入れる手（資料Bにおける調杏と異り手の位置は問わ左かった〕等7種の動作における利手

と手の組合せ方とを同時に調査した。その結果は第2表資料Cの通りである。とれよりえんぴ

つを持つ手以外の何れの郵作とも明らかK相附｜生を有しているD えんぴつを持つ手との相関性

があると言いきれないのは左初の人が極めて少かったととによるものと忠われるs

• ・手の組合せ方の遺体

手の組合せ方の遺体については， Luもz(1908）は単純メンデリズムK従わないけれども明ら

かに遺停性のものであるとし山浦（19生0）はおそらく右上に手を組むのがlE.を上にするのに

射して優位で、ある皐因子遺停であろうと述べている。本調1i:における岡親のJI手質の組合せ別に

よるその子の手の組合せ方の頻度は第3表の通りである。尚，比絞のため Lutz (1908）及び

山浦（1U40）の結果をも併せ摘げた。との結果は前研究者。結果 ー非常によく一致しているo

Combinationsρf parent8 and their children with respect to the 

mode of clasping the hands, in cornparition with the other 

authors' data (l'RP and "L" below shows right thumb upper and 
left thumb upper）~ 

No. of 
families 

Table 3 

Parents R. 
Children 
L. R-% Autbo1・s 

B
L
R
L
 

Q－
Q
e
n干
Q
，唱－
且

×
×
×
×

a
 

＆－
U
 

B
E
L
L
U
 

AO
小

O
余

）

小

O

0 R.×9 R. 
0 R.×平 L.
o L.x♀ R. 
o L.x♀ L. 
Total 

oR.×9 R. 
oR.× 中 L.
oL. x♀ R. 
oL. x 9 L. 
Total 

7ラ
49 
53 -
36 
213 

166 
61 
86 
46 
359 

司

J
n
y
n守

q
J
n
Y

6
4
6
6
お

72.5 
55.ラ
57.3 ‘I Lutz (1908) 
42.2 
60.0 

47 

101 

45 
193 

167 
11ラ
67 
143 
492 

70.4 

52.l 

31.8 
ラ5.7

78.0 
58.0 
ラ5.9
30.2 
64.ラ

Yamaura (1940) 

Kawabe (this paper) 

q
L
A
U

’12
J
 

1
1
2
4
i
 

’EA

’EA
a

J

ι

 

！
 

ζ
U
 

、，t
，，aF

に
ノ
司

i
4
0
0
4

4・2
3
1
2．．．
． 

4
・n
Y
に
J
q
L
n
υ

n
y
c
J
o
o
r
o
n
u
 

k
J

’l
n

y

 

n
y
n
y
A守
F

フ
マ
t

7
t
ぷ
U

A
守

K
J
4
・

’i
q

J

 

おそらく皐因子遺体をたEすものであろうが，その遺停形式を推定するととは後の機舎にゆやり

たい。たど雨親の左×左組合せ中の子供に右上にする者がかなり生十るので，優劣関係叉は因

子の表現力等について考慮せねばたらぬととをご附言して沿く。

摘 r 要

1. 手を組合せた時一番上にくる扱指が右であるか左であるかは人によって夫々一定してい

て， Eちらでもよい人は殆んどいないく402~人中傑か 7 人であった）。

2.手を組合せた時右栂指が一番上にくる者の頻度は57.4～64.7%であり， 性別による差異は
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みられ泣いが， 20才以上のものは20才以下のものより右上にする者が高率で、あるぐ第1表）。

3. 手の組合せ方と類似の手の動作又は利手と手の組合せ方との相関性は第2支の如く多く

の場合にみとめられた

4. 手の組合せ方は明らかに遺体すると忠われるが（第3表〉，その遺停形式は決定できなか

った。
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60: 387-391. 
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Yamaura,. A. 1940. Some hereditary characters in Japanese ra<'e -including the the Tyosenese 

(Coreans). Jap. Jour: Genet. 16 (1): 1-9. 

I I 

Resume 

1. When the hands are clasped naturally with the fingers alternately，’the日amethumb 

--either that of the !ight or of the left h:rncl ----is usually uppermost for any given 

individual. Only 7 individualA in 4022 boys and girls exceptionally claspled the hands with 

ei"ther thumb uppermost. 

2. The percentages of individuals who clasp hn.n<ls with right thumb uppermost are 

57.4---64.7%. Those above 20 years of age are higher in percentage than those under 20 

years of age and there are no significant difference between the both日e:x:es(see table I). 

3. Con-elations of the mode of clasping the hands with 'the similar actions oi 

hands or handedness of various action・s were considered (table 2). 

4. ・The mode of clasping the hands 'is presumably hタritable (table 3), though the 

mode of inheritance is not' clear at present. 

〈文部省科型研究費補助〉

52 



ドブネズミにおける後肢重複の一例
A specirnecn ofもheNorway raもwi・thex七1・ahind limb8. 

(WiもhEnglish r臼ume,p.55）・

欧
..=±:.. 田 彰

Akira Kat叫a

北海道大串理皐部動物事教室

ととに報告するものは空知郡歌志内町神威中村末成町高橋竹太郎氏が捕獲して常設室に逸られたドプネズミ

R(fifU8 norvegi'eusにおける後肢京複の時型である。

との鼠は腰部に2本の傍分の肢を持ってをり， 捕監ーのときには活稜に逃げ廻ったそうである。長期間ホルマ

-9ンに保存されてゐた傍，全体的に体4置が縞少し，郵送の途中腐敗のために損傷されてゐたので， 性別も判然

主せず，内部臓~も充分観察出来なかったのは残念であった。体長は約15cm;:t当り，前肢の長さ約6cm，後肢の

長さ約8cm（肢の先端迄〉あり， 2本の過剰肢の長さは約6cmで，前肢の長さと殆ど同じ長訟であった。

腰Ill子部にbける骨の構成

正常の例休の腰帝都は， 21同の Os coxn.e が恥骨の一端〈第11掛ap〕で互に接合して，

Symphysis pubisとなっている（第1刷討が。過剰肢をもっ崎型個休では， Symphysispubis 

の部位が離れていてその中間jにはさまって Os coxneの後半分が結合して出旅た様友骨が 1

個存在している（第2闘ex, ~~ 4岡）0 2f同の Os coxn.eの形はlE常であったが，？とピ左側

の Obtur叫orforn.menが右側に比佼して粉々大であった。

Os co玄ae様の過剰骨の形態

との骨は Oscoxn.eの Iliopectinen.leminenceく第2園il）を切断して， Obturatorforn.men 

z：在存する断片を各々の切断商で接合したような形j伏をもっている。しかl，縫合線は認め難い。
その後方に三角形をした小突起が存在し，との突起に 2本の過剰肢が接合している。 Osco玄n.e

とは結締組織のようた組織により連結していた。との三角形の失－起は Oscoxae を切断して結

合した残りの部分の骨が退化縮小して，各断Ji・が融合したものであると考へられる形態である。

過剰肢の援会朕態

正常の後肢は Oscox'teの Ace仇bulumの部分に ＂Pemurが接合し，？？而から見ると Fibu fa 

は Tibin，の脊面の中央部がすとし弓欣に隆起をなして接荒する（第1凶）。 腹面からみると

Fibula は Tibia の内 m~tc1立直している欣態となっている＠ 附型佃休にあっては2本の過剰肢

は Oscoxn.e 様心骨の三角形突起の裏面iに接合していた（第3［品）。そしてこの肢は正常の後

肢の左右を互に交換して指骨が後向きになるように接合している欣態であるが， Fibuln. は

Tihin. の側面にあるo 即ち崎型信i休は正常の｛同休の腰1,i／~部に他のf同体の！限・＇.＇／対日を正反＇.Mの方向

にもってきて接合せたような7状態で、あるぐtt~21品d)。

註
1つの受精卵の内で、1箇の脹子が何かの原因により 2簡になるととが考へられる。相互の匹

子が完全に猪立して愛育すれば各々完全な 2個体とえにる。相互の分離が不完全で、も，同じ程度

の愛育をすれば相禍性の重複となり，一方だけ早乙愛育すれば不相稲性θ重復となる。相互の

53 
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Hf子の分離ならびに後背程度により，重複K各胞の段階が存在する ζ とが考えられる。叉lll~子

の或る部分の感受jrf：が特に強く，との部位が仰かの異常刺戟のために特殊な後建をとげて韮飯

崎引を生十、るととも考へられる。鶏むおftで5芝生i:f1 tL.異常な環境におかれるととにより，いるい

ap 

l 

第 11菌正常例体の什m，肱而よりみる。第2圃 崎型(l!.f体の骨栴， m町よりみる。】第3園 時型例体の腰
I,＇）~郊の什椛，臨河よりみる o
ap: Angle of pubis. 
in日： Inferiorvcn~rtll 日pin~.

il: 11 iopcctincal eminence. 
c: Cuboi<l.. 

hi: Rody of i schium. 
l¥f: Mctatasal. 

cf: Cunifolm. 
。： Obturatorfor amen. 
Fe: Femur. 
Ph: Pharanx. 
Fi: Fibula. 

N: Navicular. 
er: Crest of ilum. 
OR: Right Ofla co.x:ac. 
FeR: Right ~cmur. 
sp: Symphysi s pubi :i. 

第4圏重複後肢のレントゲン勾尽く服側）。第5固附割
fl・"f体を政相！リよりみる。

ラ4

cl: Calucaneus. 
OL: I~eft osa co.x:ae. 
FcJ,: Left femur. 
T.T’. Tibia. 
Fx: Extra l~nge bone. 

ろな21i~綾町？？型があらはれるととが知

られている。しかし一般的な原因と

して外的く環境）と内的（遺体〉の

雨者が~へられるが，主復の成因に

ついてのはっきりした説明はないe

乙Lに報告した後肢重複崎型の原因

についてもイnJ等ο設明も出来泣い。

駒井・『11村（1938）の報告した鶏の

有ijfに後見された重俊崎型の分類に従

ってみれば， とθ ドブネズミの後肢

車線は l'ygomelusの部類に嵐する

ものと，忠ふa との種の原因につ．いて

は，肝i子の後部が何かの原図で分岐



I 

I 

Vol. 18, Pt. 3-4 Trans. Sapporo Nat. Hist!_ Soc. December, 1949 

して，その→方の校が赤鬼分左後育をした結果出来ると考へられてをり，猶との崎型的友部分

がl江門附近に附着しているものをとの塑にいれているので，とこに報告するネズミの崎型も成

因は別としてもこの型に嵐するものと忠ふ。いろいろな怖竿L動物に烏いて過剰fuI:，過剰乳頭，

共の他体の諸器官の遺停的突然餐異が屡々登見されている事賓からみて，一方において又遺停

的えに崎型というとともに Lに考えられるが，何等の賃設は左いので全く想像にすぎたいa

終りに宮り終始御懇篤な御指導を賜はりe 且つ原稿を御校閲下さった牧野敬授に深〈感謝の；官を表す。え

との標本をお世話下さった密皐部皮脂科黒田－~醤築士ならびに若林教授に謝し御親切を感謝ナる。
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Komai, T. 1938. Problem of Situs inversus yiscerum, a-s studied on single and duplicate 

salmon embryos.. Meru. Coll. Sci. Kyoto lmp. Univ. Series B, Vol. 14 

Nakamura, K. 1938. Studies on some specimens of double monsters of snake日andtortoises. 

::M:em. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ. Series, B, Vol. 14. 

Komai, T. and Nakamura, K. 1938. Types of duplicity found in chickes and ducklings. Me-m. 

Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ. Series, B, Vol. 14. 

Green, E. C. 1935. Anatomy of the rat-. Amer. Philo. Soc. 

I I 

Resume 

A specimen ofもheNorway ra色 （Rattitsno;・vegjcus) having extra hind limbs was 

obtn.ined alive. This individual is a young specimen measuring 15cm in body length, an<l 

very remarkable 低 ternallyin possessing six legs. The body is sing'le and出e~1rioui:; 

0対01・nalchar・acters凡reseemingly normal except fox that the hinu limbs are <luplicatcd. 

After・dissection, i七 was found that ther9 i討 an e玄もrn.large Lono composed of two 

ring-shaped elemenもs(Ex in .Figs. 2-3), which ta1w the position between righ七九n~ 1 eft 

Ossa co玄n.e.At the fuBod poinもoftwo rings this extrn. bone shows a remarkable triangular 

proce倒・ Iもi白血isparむthattwo femurs of色heextra hind limbs come in cont. cli (Figs. 2-3). 

'fhe two extta limbs are independent and their skeh兆rtl_elements show noもhingabnormal, 

excepもforthatもLeyare n. li“le ::;hort in Iongth・
（文部省判事研究抗告11助〉
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野鼠駆除のため北海道近島へイタチ

放飼とその成績
e
p

－
4

・
The result of introduction of the Japanese mink in加 theadjac臼功

islands of Hokkaido wi-th the purpose of m七control.

(With English resume, p.59）・
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緒論本邦に於てはイタチ ~lJlustelα itat1Ji itαts-i 'l'emminck は有力な野鼠の天敵であるととは既に岸

田 c1927）犬飼 (1934,193ラ〉により報告された。岸田氏は本1+1で冬rn1に採集されたイタチ 106頭のうちの頭、即

ち40.1%が鼠を捕食していたこ ξを明らかにし、犬飼は北海道で採取した103頭の円内容物の調査でラ2頭即ち50.4？話

及びその後138頭の調査で70頭即ち50.7%が鼠を捕食したととを報告した。更に犬飼は昭和9年10月より同10年2月末

日迄に蒐集した156-0?;Jの胃内特を検して鼠捕食率が52.596であワたととを確めた。

他方、イタチは本邦に於ける野生毛皮歌の鷲たるもので、北海道からは近年は持年5～10万牧D毛皮生産を見、

本邦全産額の10分のlを産する。 イタチを本邦で噌殖せ・し必る ζ とは野鼠駆除と毛皮生産の一石二鳥をねらうもの

で産業上益するととろが少〈ない。

元来野生の獣類は土地の開資と人口の帯却lにより漸火その数を減す．る乙とは多〈の例に示されているが、 イタチ

はとれと異り、本妻ISに於ては大都市を除いては率る人口の噌加と共ft:J時flflした傾向が見られる。即ち余

した如〈〈犬飼1934）北f毎道に於ては未開墾t也の開護之共にイタチは奥j也に伎入し；骨加したもので、ある。依ってイ

タチを野鼠の天敵として利用する上にこの習性は極めて有利で、落に於て余は附事17年以来、樺太、利尻島、韻文

島、奥尻島等のイタチの未だ接息していなかった地方に新し〈移入放飼してその結果を観察して来たのである。

天敵の存在しない地方に於ては、野生動物は突護的に大褒生ずる ζ とは犀：々記録された。本邦の野鼠の大費生の

記録とLては、徳悶 (1932）が千島エトロフ島で明治26年、同42年、大正12年の 3凶に亙るドプ鼠の大護生と、余

く1939）の樺太南部に於けるドプ鼠の大震生とがあり、納北海道天臨にも明治42竿に大鷲生をした。

と ~tr.於て鼠の大費生の危険のある地方に天敬であるイタチを放飼して自然界に均衡を保たしめる必要があり、

又北方に於ける天然要素を利用して優良毛皮の生産を計るために本計輩を ~~s繕続中である。

放飼の方法 イタチを自然に放飼する際に余は初め、札幌附廷で他の人に依頼し或は自ら生け捕り式のおとし箱

を別びて捕獲し、とれを史跡室にて飼育し、キ11常期間後に放飼Lたが、後には野外で拙獲したものを飼育するとと

なく現地に選る方選にした。

イタチの捕獲はすべて北海泣内で行ひ、 9月から1月に圧つてなしたが、 9,10月に山から盟に出る谷口にトラップ

を設置ナることが最も効浪的で、 mひたトラップは本邦に於て古〈から一般に J..~lffJtこmひられていた、入口が5寸
四方長さが 1尺位の箱型の白働式の木製おとしで、、箱の入口 ξ反到側は金制かガラスをff.Iひて入口から見通しがき

〈ようにナる方がよい。

輪選にはドラップより柑；J、到の木箱を1日ひ‘ tf’IHJに板のしきりを作り、 2寸四方のIll入口を上部に作り、一方に
は乾草等を築材料として奥へ他方には餌として鼠、鈍の頭、生魚等を奥へた。最初は飲料水を餌と共に奥へたが、

イタチは織詮中にこの水で宿れるため籍死するものが多いことを琵見したので、後には致日間の総廷でも全然給水

せずに、よjJって好結果を得た、現場では職~i自の一方を開けば多〈むものは if（ち！こ躍り出て走り去るのを見た。舵

輸送に劃’してはイタチは比較的弱〈、永〈航中に摺めた吋は鑓死数もJ首1111じた。捕獲から輸送は多くは各地jに行は

れたが、寒気l亡割・して特別鹿置の必要を訟めず、只乾燥蹴態にi丘〈ことがぷも注意を裂する鮎でbづた。
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利－尻島への放飼

利尻島に放飼し弁イタチはすべて賓験室内に2年乃至3年間飼育したもので、小樽港から海上20時

間を要して、鬼脇港に陸揚して放飼した。従って職迭の途中鑓死したものはたかった。放飼の年次

及頭数は次の如くである，

年次頭数 即ち昭和8年より同10年に亙り雄28、雌13合計41頭（林業試験場より 3頭〕を放
〈昭和〉
0 ♀ 飼した。その後昭和2生年8月長pち放飼後14年後に向島を調査したが、島民の談話

8 3 3 
によれば全島一闘にイタチが分布し、 最近では秋期に人道で屡々イタチを目撃

9 

10 

音「

24 2 
1 2 するに至り相営増加したととが明らかで、 島民の白後的捕獲禁止の捻にかLは

28 13 ら宇、数年来若干の毛皮が取引されているのを確めた．

ー麓文島への放飼

磁文島へは前後2回放飼し？と。第 1回は札幌附近で捕獲したものを汽車で凡そ10時間を稚内に送

り、更に4時間の胎便によったもので、昭手nl5年11月生日から12月5日迄の約1ヶ月間に26頭を文芸

りた。 （ ~22，♀4) 

!:f~ 2回は昭和国年11月より同19年Z月にかけて日高閣傑似附近で捕獲したのを一度約10時間を要

して札幌に主主り、給水及給自［？をなし、更に稚内を経て純文島に逢ったものである 0.83頭。内稚内迄

に8頭、船中で21頭箆死L島に放飼したものは62頭である。

年次頭数 第1回及ぶ~~2回を合せ雄67顕雌21頭を放飼したものである。即ち第2回の結果
〈昭和〉
0 ♀ から、野生イタチを芭ちに職迭する場合の生存率を見れば74,6%である。

18～19 45 17 
利尻島及鵡丈島に於ける放詞と鼠害の関係

キI］尻島に於ては放飼後既に14.1］！を経過しその噌摘の跡は明i庶であるが謹文島ては米だ顕著に現はれていない。利

尻島に於けるイタチ靖殖と野鼠の被害の関係は一般的には島内に於て放飼以前のような著しい害はな｛、植林地に

於ては若し〈鼠害が減少したことが認められる。今イタチ放飼前の雨島に於ける鼠宮ーの蹴態を稚内普林署の調査に

より記せば次の如〈である。

年ヨたく昭和I) 野鼠被害面積〈へクタール〉
刺尻島 鶴丈島

5 14.72 6.69 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

14.72 

44.49 

44.42 

44.42 

51.11 

ラ1.51

53.69 

15.68 

22.68 

15.33 

13.00 

17.33 

17.33 

17.19 

17.19 

21.20 

27.19 

23.19 

15 10.18 ' 13.35 

南島では野鼠の被害は昭和7.8年頃から念に噌力IIし刺尻島では時不1112年が最も大き＜ 53クダ』ルを超え？と。イタ

チを放飼したのは昭和8年と10年であるが、放飼されたイタチが指摘を始占うたと思はれる昭和13年からは念に被害

が波少し明和15年には僅かにIOヘクタールで、昭和ラtq:;の放飼Jfiiよりも軽識であった。 とれがイタチ放飼の結果かど

うかと云ふことは正確に断定し難いが、地理的に見て殆ど同様な；快態にある隣島の鵡文島を見るに、昭和7.8年頃か

ら噌加した被害は、利尻島と同様昭和12年も依然として上昇してVるが、利尻島では昭和13年から急に減少してい

るのに返ヲて13平には益々噌加し14年も猫経績しているので、 とれがイタチ放飼による結果と見ても差支ないと思

ふ。因に昭和16年以降は南島ともに記すべき野鼠の被害が無〈なっている。
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樺太への放飼

南樺太への放飼は昭和J7年3月に始まり、 fl百和15年迄縫績した＇J 放飼したイタチの内飼育してい7ヒ

もの肢初の81iJ’r丈で
斗に溶りそC附近tて放飼し守三3 放飼の年次及頭数はヨたの如くである．

年次頭数 詮先

くun手11) 0 ♀ 

7 4 4 合計 8 豊原

8 3 4 II 7 小沼

10 29(4) 5く1）グ 34 大泊

11 5 II 6 大i白
13 2 冒 2 大m

．‘ 14 9く4) 2 II 11 ~ 本斗

15 32(77) 23(7）グ 55・ 本斗

合計 84 39 ’F 123 
くカツコ内は鎚タG)

!!11ち、8年間に雄84頭、雌39政合計 123同を放飼した．との外に輸送の注rf-t銭死したものは雄街頭

雌8IDl合計93顕で北海道から送別［＼した数は経Ii1 I・216顕であった。
ζ む欣飼の結果を凡ることは小島~~Ii! の場合と 戸，）＇，~， り因調tでるるのと、現在は樺太はソ連鎖であるため調査は不可能

であるが、昭和112:.1：頃既に：投開。市郊に於てf.f!l三イタチ滋碩を捕獲しだ-;x：~tるり、格職後ツ述人がイタチを捕獲し
たのを貨見した引指名・があることから察して相常数射殖してu、るものと忠はれる。 然し！！日和19拶頃は未だ充分な設

に謹してャないととは同年のドプ以の大遊~Iミから凡て込切らかであ’る。

奥尉島への放飼

奥尻島へは昭和 23年llJj27日より 12月3日に瓦り、むに近い江差附近で捕獲したものを放飼し

た。輸送箱に入れ般的した数は42頭でぬに至る 4時！！日の輪滋と留め置きで鎗死したものは18頭で、

質際放飼したものは雄18以K雌9以のお頑である。

総迭『11の鎗死~iに就℃

野外でイタチを捕獲する場合概して雄が多〈咋が少し凡そ3:I~之官るが、輪選’11の障害に謝して雌は雄よりも抵

抗力が大きい。 ~：慎太に詮附したイタチの内 ll{1 干1115年度の似を見る l七維は送附線設 109頭の内77頭が姥死し、無事に

到着放飼されたものは32頭で：・29.3%に？笠る。然るに雌は還附耗j愈30磁の内鎚死したものは 7頭で、生きて到着した

ものは23!1頁即ち76.596で維の約2倍以上に慌る。斯る例は何れの年に於ても見られる。野生のイタチを捕獲後直に職

詮放倒する場合の！t存率は約60，う？で、野外より捕Mし計千j洲市飼育する場合も初めのnntr.相常の鑓YEを見、餌料に
馴れてから後に抵抗力が大き〈なるものでるるから、 ~.i.i~際 lこ放飼をする羽合に俗解賓と努力を倒〈上から’捕獲し

て長期飼育して然る後に放制するととは不利である。

結 論

本州に践するイタチは約80!.J三前北海道に侵入し、寒地の生活~L~薗除して増殖したが、吏に北方の

樺太に於てもよくその同然環境に泊して生前し件るととを；泌めた。依って北海道周溢の島興に移入

しでも、とれに油膝してJ{'J地せしめ得るととはiリjらかである。在際医於て利尻島、秘文島の移入に

成功し、利尻島K於ては野鼠駆除のFl的を充分に」t!－している。奥尻島へも昭和23年より放飼を開始

したが、とれ又必中成功し仰るものと雌信するが、 tその結果は10年を経なければ明らかに現時れな

い．
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文献

犬飼哲夫 1927 北海道に於けるイ タチの冬期の食性札幌農林皐曾報 25竿108披

1934 イタチの北海道・内侵入手伝路とその剥月1.植物及勤物 2巻8抗

December, 1949 

1935 イタチの食性研究及び其の保護策に就いて 庭用車］物車雑誌 7告1読

岸田久吉 1927 冬期に於けるイタチの食怯調査成紙農林省鳥獣調査報骨第4説・

徳田御稔 1932 エトロア島に於ける鼠柄に就ρ て動物皐雑誌 44巻529蹴

J ノ

Resume 

The Japanese mink, Mastelαltat.<rt i tαtsi Tcmminck, ・which wa'! introduced in七oHok-

kaido fromぬemain island abor1も80yeara ago by chance, coすeredthe whole inland n.re九 un-

til about Hl35. Kishida (1U27) and Inukn.i (1H35, 193G) have prO¥'edもhatthe animal is one 

ofもhepowerful nn.tural enemies against ra旬 inJapan. The author has cn.ugh七九live凶nks

in Hokkaido nud senももhemto the neighhour i日land耳forthe purpose of rats conもroland for the 

production of the fur. 

Fin;t, during 8 years from IU32もo1940, 123 animals of which 84 were males, were sent 

and set free successfully in southern Saghnlien. Since 1937 so田eminks heve been seen in 

n九tlll'esouth of Toyohara city and sometim倒 eapturedby the natives. 

Into Ri_shiri, a small island north-west of Hokkaido, 28 males nnd 13 female伝 ・weresenも

from 1933 もo1935. They increased tolerably in number and nt presen七wecn.n see them 

everywhere-in the isl凡nd.Iむ isno旬dthat the damage of the rodonむng九instthe youngUngs 

of the planもationh::tR been decreased remarkrtbly since 1938. !n tho neighbour island, Rebun, 

88 heads of the alive mink of which 67 were males, were relo節目lfrom Hl40 to 1944. Jn 

もhefall of 1948 18 malts and 6 females were sent into Oknjiri, n litt1e h~Jand sυuth of 

Hokkaido, 

Fromもheeconomicn.l point of view, it i同 n<lviiヨableto ship the alive mink immedin.te-

ly nfter the capture, as もhemotality of the rmimn.1 does not much differ fl'Om the 

C九自eof feeding it for some period. Anyhow, tbe female animal i円 more "'resistant than 

the male n.gn.insもthetI割:i.tmeut.

樺太放飼には樺太隠，践女島放飼には，稚内営林区暑，奥尻島放飼には，北海道廓畜産課及び林

政課狩織係の財政的後援を得て行った．此庖に感謝の意を表し度い。
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札幌市の住家性鼠類の調査（l)

1946～1947年冬季にむける捕獲鼠

の種類とその分布について※

Biological survey of house' l'a旬 inthe city of Sapporo 

(1) The species of rat8 and色heirdiRtribution 

obser~ed duringもhewinter time from 1946七0 1947. 

くWi色hEnglish resuroιp.6生〉・

太田嘉四夫 t長谷川恩・上田明一

Kasio Ota, l¥fogumi Hasegawa and Meiichi Ueda 

北海道大串農車部動物事敬笠

IまLがき 札幌市役所衛生課わ1946年11月より1947年 3月末までの間市内の鼠族騒除お賢施した。筆者等わ

そのはじめから計画の立案に参加し又駆除究施によって符られた死鼠お集めてとれお分類し性比，~（E振率~調
ぺ又体各部。測定及び外部寄生虫の採集和行った白 ζLにその結果のうち符られた鼠の種類とその市内におけ

る分布とお報告する。

探集方法及び調査方法鼠の甑除にわ設鼠剤として悶産ANTUお各家庭に配布し，小萎粉にまぜて義国子

おっ〈らせとれお各家庭内で撒市させた。札幌市お18の小区域に分ちその区域i手にJI国次に指導員がまわてコてー

臨域内でわ一帯に撒毒した。死鼠わ斑域毎にまとめて北大農皐部到j物撃教室に迩ぴとんだ。

顧除賀施期間の集家 ζ の冬わ特に例年に比ペて寒さにわ患がないのてーあろでJj持丹気温の最高と最低の卒

ー ・ 一一 ・ 均：11見ると11月く1.4～10.7), 12月くー1.0～0.2),I月〈一
札幌下村地区区分図 ω～ー1.5,', 2 fj （一10.5…lM 月く－5.7-2めである。

一 「 又雲の朕態お見ると棋雪の初日は12月HIであり終日わ

第 1圃札幌市地区区分間

4月・6Hであって11月を除いた駆除期間は積雲期であった。

札幌市地直め直分駆除Jlt砲の矯め18の小区域を死鼠の

集計に際してわ札幌市の自然的F 人属的要素時従って 7地

w；：に統合した。その匝分のftの要素之してわ札幌市南方を
京協する豊卒川，畳平川から出る小運河であって札暁市の

巾央お北協する創成川i，札幌市の西より東にかけて走る

鍛造線路をとりこれによって市街お大きく5つに分ち，更に

創成川の西側白部分においては中央市街医ξ周遁の住宅地

2匝とに分けた。 とれらの区分は第l闘に示す。豊平川の

川巾わ堤防間が90米～260米あり， 4カ所陪摘をもっ。 創

成川は川巾約7米でその南側に巾約20米の道路が沿ってい

る。市内においては東西に走る街路毎に橋がありその間隔

は約110米である。

1.北東く勢働者住宅が多〈外周わ畑作地帯）， 2.東〈工場

地帯で努働者住宅も多〈戸数，人口は第二位） ' 3.河東

リj、工場が多〈外周には回，畑，果樹園がある）， 4.北西〈努

働者住宅が多い Lが北海道大畢がその面積のとド分近〈おし

＊この要旨わ1948年10月2日札幌市北海道大串に於ける都19同日本動物事脅大合において護表した。
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めている〉，ラ．西ぐ一般住宅地帯で外周に畑作地帯及び丘陵をもっ）， 6，南ぐ一般住宅地帯である），6.巾央く行

政，商業D中心地帯で官服，諸合枇，商店が集中しているほか一般人家も密集していて戸数人口わ最も多い〉．

Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. 18, Pt. 3-4 

捕獲された鼠わ衣の種である。

l) クマネズミRuttitsratt'as rattus (Linne）とれわエジプトクマネズミ (R. ratt'l.lSαlex-

αndrinus Geoffroy）の記載に一致するものでるるが TOKUDA('41）に従いとれおR.r. ratt'll8 

に統ーした。左お突然幾異型と見注されるクロクマネズミ，ヒグマネズミ，

等わ見出？をされ友かった。

2) ドブネズミ Rattusnorvegicus 1w1・vegicus (Berkenhouり

突然費異型であるシロドブネズミ，クロドブネズミ等わ見出だされ友かった。

3) アクアハツカネズミ Musmolossi 1凶sTemminck et Schlegel 

甚だ稀にしか得られ友かった，従来も札幌市内から持集されたととわ極めて少ない。

次に7地区別にとれら3穫の採集数お示ナ。

第1表地区別鼠探集数〈カツコ内は三施D比率を示ナ〉

‘ ． 
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アジアハツカネズミの数わあまりに少ないので， とれを除外し札幌市住家性鼠類の組成としてク

マネズミ及びドブネズミの比率ぉ見るとクマネズミの方がはるかに多い。そしてとれを採集月別及

び地区別に手続守してみる．

く1）月別によるクマネズミとドブネズミの割合。

第2表 月別鼠組成〈カツコ内は雨揺の比率〉
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I, 2,3,4 

2 
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7 

地月

毎月の採集地直が等しくない矯月別に爾障の？首長長論宇るととは出来ないが然しとの5カ月間雨 ー

種の比率が逆縛したととわたく常にクマネズミの方が多かった。

く2）地直別によるクマネズミとドプネズミの割合．

地区別による rプネズミ及びクマネズミの割合の差異お調べる持に期間ぉ11月下旬より12月下旬
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までの－;b月聞に限って毛c聞にとれた鼠によって捻綾した。そc理由ゐ駆除が各月毎に各地
置にらいで行われたので怠く偏ザがある錫債も多〈、の婚置で駆除が行われたととるのとの期間

島とった0である．従って踊除が2Jf.. ：ぴ3§に行bれた主！＝－.るC申一央区はとれに含まれたい．
又東地直の1月，2月にとれた鼠b除外した

1486 

2047 

務8表によ、りとれら各地直θ鼠わ同一母娘踊事事ちの任意様本とわ認調うちかtt.也、
組成わ端医によって差があるのでbたいかa第2嵐広よれば・1,2,8地直b組成が等しし又4ι
6地直の組成も等しいように見られQoとれば結局私幌市お創生Jlf及び豊平川によって東，西

に分け，その扇側に於いて鼠群の組成が異itるとゆラとどEはあるまいかa

川一一一一一一一一－ 1,2; 3旭区おとりまとれ繍仏紙偽勘西
ド側として検定すると弐表θ如、〈たるe

7.. .4褒 11月～12月東西爾地直鼠群比較

キ』』 幽幽i I I tYate自の近似法により
J 種主ぞ竺ア！東側｜西側｜計 F'=i" = 
，~ ... -..プネズ書 117到 ,881 561，ン.t=5.低 F(t）＞仏側7
グマネズミ j 制81 白 i14861 P＝－~－Ftt) 
計 iw21 I m261 2047' ~、 ·.. .P<i蹴$

5 4 

% 

189 

285 

ti見句12-月間壇冨周鼠.

札幌樽駒”響

n=S 

“一m
桝

第a•

ぷ＝Ifラ.n

'46 

213 

2ラ9

第3-4捜

一言訳竺｜
’Fプネズ書
ー歩司V ネ :::1(竃

計

第18.

~9 

70. 

ァ・

第4表により東側と西側でわ鼠群の組成に差があ

p西側8方が Fプネズミ0割合が大きいと認めてよ7

Y
キ
ス

IO 

$"() 

ν、，
ヨft)C.東側及び西側の夫々に治いセその三地面聞の鼠
群11成θ参の有無お検定すると東側においてわ』が＝
O必， ll=2, p > 0.50.叉西側においてbx'＝ ~96,n -=I, 

~.ID であって夫々の三端麗閥£鼠欝誕成。塞がb
るとわ認められたい。

<¥0 

..ll¥. 

JO 

/0 

袋

(l)::. Fプネズミとタマネズミの誌t住家俊民とし
てのrプネズミとクマネズミb精製抗する2要素とし

て見るべきである＠現在世界的に北ず~bVプネズミが優勢であり，且つむの種b食物や季節
ρ関係上野外と人家との間ゐ移動するζ とが知名品〈宥木却181）特に北方む冬季、bA家にはい
P とむものが多いとされている〈犬飼1943~；又一君主9プトタマネズミあ暖かい地方でわ十分
F プネkズミに封抗し〈青木1915｝日本~jさでわ家屋め嬉治上かちもと＠種の生活鎌件がよい・と
いbれる｛佐々1鈍Sb），住家住鼠擁護の従来の総雛義務刊－るとドプネズミ薬C艶湿布含む〉

考" 
fl～12月各地直鼠寄鉱成

S-. 
ぜ
』ー

Lt-3 
主也

£ l 

第2・
。



Vol. 18, Pt. 3-4 Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. December, 1949 

がクマネズミ系（エジプトクマネズミお含む〉より多くとれているととの方が多い．特にとの

騒除に先立って1946年2月より11月にわたり行われた札幌市内の鼠採集にあってわドプネズミ

が全体の75%，クマネズミが2豆M，であり今回の比率と比ペて逆の関係お示しているがとの時

の＊集法わ大部分金網絡及び一部パチンコ式民である（長谷川1947)0 文1947～’生8年の東京都

における金網誌による捕鼠でわドブネズミの方が多く G4.!)%ta-占め， Iii）年の千葉市及び船橋市

の捕鼠でわ ANTUゐ川いたがクマネズミの方が多くいす＝れも 80%以上公占めている〈北岡

1948）。 採集法θ差によって得られる鼠の股類の刻合の迷~得るととわ大友（1929）も既に記

している。札幌市の今回の布n鼠法わ毒園子によるものであったが毒国子にかLった鼠わその場
で即死するとゅうととわ稀で多くわ巣の泣く VC~Iいた後者三園子お食い或いわ又食った後或る時

間沿経て死ぬのがふつうだと考えるぺきであろう。従って毒死した鼠の死体が全部設見される

ととわ難しいのであるo 特にドプネズミわ屋外に営巣し坑道お掘るものも知られ（青木19~6),

叉梓｝.，：の積雪下に於ても土rjitL..坑道お掘って住みぐ犬官1¥j'43），札幌市内に於てもとれが観察さ

れるo従ってlli零期におけるドブネズミの死休の後見わ絶え守、降りつむ話のmに屋外でわ更に
困難となるであろう。とれに反しクマネズミの屋外K’法泉し活動するものわ南方以外でわ稀な

ととである（青木1931）。之お要するに毒餌による以死体わその一泊五分・のみが主として屋内で後

見されるのであるo 従って今問の札幌市の関空去においてわ屋外でタ~ぬととの多いドプネズミが

少く集まり，屋ドI・c:-~·，巳ぬクマネズミ・が多ミ集ったものと5与えるととがtH採るa 即ちと L にあら

bれた数イl~iわ必宇、しも札幌市の以群の良c組｝或お示しているものでわない。

ぐ2）地区によるn幻洋組成の差：前項によって今回作られ，た数他が必宇しも市中に住む鼠の
買．の糾合お示してい危いとしても係集法は一定で・あったと考えてよいからとれらの数値によっ

て鼠群お桃成している陀の比率の差お比絞するととわ「I\ ＊~る o 従って地Ni>Jリの死鼠の種別θ組
成の比岐により札幌市お夜間‘ι分けたのわなi取がある。との境界わ口iJ生川及び豊平川によって
成立している筋に以郊の移動会HJIJ限し混合お妨げているのに水が大きな援索おなしているので

わあるまいか。豊平川以北でわとの考が．成立しそうである＠一方京｛！”においてわ豊平川とゅう

大きなノjえがあるのに拘ら宇、その両側において鼠宮下の組成が兵怠るとわ認められ友い。然し乍ら

とれお以って直ちに東側三地区の鼠群島同一群と見えにさねばならぬわけでわないー相離れそθ

聞に鼠類、の交通お妨げる要素おもつ地域聞においても各々の鼠群。種別機成お等しくすFること

わ有り得るからである。と Lでわ豊平川以北において東凶温群が区別されるととの方が重要な

問題である。

この調査における fa.lcD庭用わ慌時の北大陸阜市l}~生松本注郎，制1野次期i，理事叩摂生小西慎二，中卦武彦諸

君・の熱心な協力によってなしとげられたものであり深〈感謝する。又十分な側宜を奥えて下さった常時の札幌

市衛生課長稲井忠俊博士及び課日の方々，原稿反閲お賜った北大良阜市犬飼致授，討論して頂いた帯民農業専

問／｝~校島倉亨次郎教授にわそれぞれ厚〈感謝する。， 
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統計科畢研究曾 1943.統計数値表 I

I I 
Resume 

During白ewinter time，企・omNoven1ber 1946 to March 1947ぬerat con位。Iwn.s practised 

in a large scale in the ciもyof Snppor9 by the Municipal Heal血 Section.The dead ra旬 were

collected and given古O the 7..oological In副知teof the Agricultural Depar回如t,of the Hokkaido 

University forもhebiological investig川ion.Ofもheもotal of 3376 rats collect吋 2492(72.9ヲ0)

were・もheroof ri泌， Rαtti

(26.8予~）色he Norway ra・色， Rattusnm・vegimtsnorvegimts Berkenhout, while only 8 (0.3%) were 

色heJapanese mouse, JJfilS molossinus Temm. et Sehl. The number of也eJapanese mice was 

too Ii ~I e for也e前udyof出er帥 popul剖ion.

日 isnoもedもha七thenumber of the roof rat is far gre品目もhan也n.tof the Norway rat, noト

with前anding，也eNorway r瓜 isgenerally believed domina凶 speciesinぬeraも populaむionin 

the northern part of the · glo~ e. 

The small number of the Norway rat does not indicace in reality the exact proportion in 

出erat population of the city, as もhemos色ofthe Norway rat 羽田bich 加ok也epoisonous bait 

died out ofもhedoor, nQal' its nest, andもhecarcass was. collected byもhecitizen wi也 difficul色y

especially under出esnow. 

Notwi色fo;tnndingthaもthenumbor of血ecarcasses collected do no七showもhetrue ~omposi­

tion ofもherat population, we c佃 divideぬecity inもothree sections acco1・ding句 thenumber 

ofぬetwo species and also to也egeographical feature of the land. 

・The east side of the city beyondもhesmall伺nalhas much grca ter r叫ioof the roof r抗

出組曲ewest side. The pa抗 ofthe city sou也 ofもheriver Toyohirn. is almostもhesame in 

proportion ofも，herat populaもionas the east side. 

The composition ofもherat population as mentioned above suggesも theimportant role 

of the water in the di前ributionof rntJ:;, becoming sometimes n. lim抗ingfactor. 
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ヱゾサンセウウオ卵の

愛生過程さその滋透昼

Osmotic pressure of Hynobi,us-eggぬroughou七thedevelopment. 

(With English resume, p.69）・

久 佐 守

Mamoru Ku.'3a 

北海道大串理事部動物車教室

魚類及び両棲類では，卵は親の体内と異る穆透Eの猿境に産み出され，その中で鼓育する。との様な卵の~

透璽については，古くはBaekma.nn-Runnstrδill (1912）より最近の Krogh,A. ( IS-39）山本（1941）につな

がる畏い研究史がある。これ等の研究結果を綜合すると，ひど〈針象的な2つの型陪分けて考へられる。即ち多

〈の魚卵にみられる援に，その穆透Eは差益生過程を通じて鑓イヒがない，言ひかえれば，恒喜多透墜型のもの，こ

れに針して一方両棲類卵にみられる様な一時的にその濠澄恵が襲って外国に溜躍するが，護育がすLむにつれ

てその個有の債にかえる。 IWち一時的な嬰IE性とこれにつどいて恒医的になると言ぶ型の 2つであるo

エゾサシセウゥォ Hynobi'usretardαtitsも同じ様に淡水足産卵し，卵はこの中で護育する白筆者は札幌

謹の同卵をもちいてこの賭について寅験してみた結果，卵の諺透璽ll.護生を通じて鐙化がなしこれ迄の他の

両棲類の卵についての結果があてはまらないことを知った。そして，更に2・3の観察によってその恒！墨性の機

構を考へてみる事が出来たので，こ主に報告をしようと思号。なほ，筆者はこの事質を基にして，エゾサユ／セ

ウウォ卵の水分代謝という，大きな問題へ謹んで、行きたいと思ってゐる。

ここに，，恩師犬飼博士，ならびに背木博士に心からお稽申上げる主共に，数室の篠崎撃土にも未護表の資

制を快〈筆者におしへていただいた事にたいして，併せてお鷲を申主げる。

I エグサンセウウオ卵の褒生過程の主主透償法透演は氷結降下法から決定した3 との時
R1ckm組 n等の様・l'C，多くの卵から，いわゆる Egg-B1・d をつくり，とれから Beckmann温度計

で氷駄を決めるというやD方は，誤差が出てくるし，非常に多数の卵が友ければなら友いので

市wI岡田ι
1 ~A ；·~華説話ト

第 1圃 氷慰測定のし〈み。左凶は各々の配置で，右｜刊は測鮎の〈わしい様子。
第2圃 エゾザンセウウオ卵E芝生時期の諺透償。縦軸は氷鮎の相費値，横車rhは後生時期。向この平均線は成

体白血液の惨透慣と等しい。 ζの費生時期の列定は主として，岡田・市JJI（匂7）ヰ司：： ！｝ の護生段階

表によってゐる。 0成熟卵〈胎内） 1分割前， 43分割j号j, 8桑賀中期 11遊目玉早期， 15髄溝期 19
髄間後期 23 尾昔前期， 26 尾膏中期， 29 見背後期， 31 平衡梓q1 ~明， 34，前肢中期 40，勝化

後史

・－むつかしく， Krogh,A・（1939）の様に1～2筒を丹jいた。卵の表商についた水分は，諌め出来る
だけ櫨紙片でぬぐい取ってから小さな試験管に入れ，とれに熱電岱J＊をさしとみ，とれの凍結

曲線を求めとれにより氷貼を求めた。愛生後期の幼休についても同じ様にして行い，更におた

様銅・コンスタンタン・
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まじゃくしの場合は，とれを乳鉢でクぶしてとの液右とそのま Lつかった。叉親の血液を採り，

とれを遠心してとった血清につい‘ても氷貼を測定した。 ．寅験を通じて，室温は 13.5士1.0 °0. 
であり，寒膏！！暑の温度は－8-0土1.0。c.であった，結果は第2闘であるが，要約すると，
1）エゾサンセウウオ卵はそのき芝生過程をMlじで議透慣に費りが友い。

2）而もその債は成休の血液と略等しい。

の2鮪になる，又水道水の氷結は263(LI= -0.017 °0.）であった。 J!JJちごっの事から，親の血

液と等調な惨透債を持つ卯は，非常に低調な環境に，恒盤的に後生をつどけて行くととがわか

る。た:h-，との場合員の氷結温度を知るために，微量結氷結測定装置を用い，Beckmann温度計

で体内にある成熟卵，受精（未分割）卵，及び前肢期について何れも約120個より Brei－を作っ

て，とれの氷黒I:・を求めた所，何れも d二一0.34。c.であった。との値より，卵及び幼生の内容
は M/8NaCl 溶液と略等調であるととが知られる。

以上の結果からみると，とれ迄の他の同総類卯，即ち蛙及びいもりの場合と全く異って居り，

むしろ恒底性とみられる黙魚~［3の性質によく似てゐる。

との貼を更にくわしく説明すると，魚~［1では鮒，めだか，及び Fancl-ulasについて， Gray,J., 

Sve七lov,P., Loeb, J.及び山本の述ぺて居る様に，卯表屠は始んど不流性であるため，非常な高

調又は低調な環境tc~卯されるにもか L わらすヘ固有な答透債を持ちつどけながら正常に愛育

して行くと言う。又一方両棲類卵では， B前kmnnu-Runnstrom,McClendon, J. F., Voss, H.更に

Krogh, A.等が言ふ所たのだが，卵は親の休内では，体液と等調即ち概ね M/8.NaCl K等しい

dをともつが，ひとたび低調伝淡水に産卵されると，卯自身念に（Rackmann-Runustrom）又はゆ

るやかに（Krogh,A.）その惨透債を低下させる。低下度は前者では受精後直ちにLI=-o.4g00. 

よりLI= -0.045°0.後者では125mM.のものが漢匹前期に80mM.にたる工合である。すえ主わ

ち， との様に初朗は或る程度の外国の~周皮への適穫がみられる。卵は愛育と共K，除々にその

法透債を上昇いついには親と同じ債にかえる様になるのである。との様えに一時的な議透債の

低下とあとにつどく快復の機構はまだ完全に説明しつくされては居怠い。けれども，少くとも

初期の遁膝については，卵自体が表｝奇に於て透過性を有して居ると言ふ事に原凶の一部がある

と認めてゐる知，諸説は一致をとしてゐるとみられる。

われわれは，ェグサ：／セウウオの卵について，上に述ぺた様な事賞を知ったのだが，弐にどのやうな機構の

もとで卵は穆透償を一定に保ってゐるかを知らねばならない。前に述ぺたやうに，魚卵と両棲類卵とは，その

表層の透過性について大きな差があり，魚卯ではその不透温性が穆透債の保持に六きな佼割を持ってゐたこと

を考えると， 4われわれは，エゾサユ／セウウオ卵についても，その透過性について嘗然考へをすふめて行かなけ

ればならない。

n ヱゾサシセウウオ卯の表居の透過性最初に卯全体の橋治を考へてみやう o ~r1 は 1筒づ

Lうすい卵肢（Chorion）につLまれ，更にその外側には比較的厚い2居の卵殻膜（Capsulめが

ある。 勢キ乙の扱えに欣態で，多くの~13 r主ジエリ｛の居に埋まり袋ilkの :!1f~嚢につ L まれてゐるo

との構造を考へてみて，先づ・卯褒乃奈ジエり －｝ぜの透過fj：は；~へる必要がない。叉卵殻膜

｝亡、ついては・青木が以前に報告しτゐるが，品質には金透性であるが，アラピアゴム，卵白など
の惨質には不透性であるoヨえに最内｝奇の:9111肢が残るが，とれ迄両総類卯については，Harvey,E. 

及び Rrrigs,R. W.のいもり，蛙の卯岐についての観察以外には報告がみあ．たaら左い。くわ

しいととは，はぶくが，とのヱグサンセウウオ卵の:9J1肢も，とれらとlri］桜tc,l躍質粒子以外は

牢NaClと細氷。牢卵膜と卵とのi百jは園卵睦，卵脱と卵殻映とのJ[日は卵殻陛と呼ばれてゐる。

“ 
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金透性と言ふ性質を持ってゐるさとがわかった。従って以上の事から， ljp自体は，との様な肢

とか屠によってかとまれてゐるから，外国の僚件が盗濃度の礎化に依って法透鹿がかわると言

ふ場合t亡は，その愛化を直接に受けるととになり，営然われわれは卯表府自休心透過・vi.:につい

て考へて行かなければならない。

上にのぺた様l'L, lJI~の内容はl略 M/8 NaCl と等調であり柑然朕態では，低m~t.主環境（淡71'()

K相接してゐるo との際外国の堕濃度の増加を考へてみゃう。との時＃13表）叶が透過性をもっ友

らば， ~m内外の濃度勾配の襲化に鷹じた水分）!J至臨類の移動が起るであろうし， との結果。I~内

容の主主透僚も愛わるだろう＠との場合卯内容。婆透債の餐化が起らないときは，逆ι卯表はと

れ等にvいて不透性なりと言へるだろう，との黙にもとづいて失の様な 2つD賓験を行った〆

l) 後期桑賓匹の卯を夫々異った濃度の NnCl溶液i'L浸して24時間後卯内存ρ主主透債を浪I］定

したー結果はあとに示しであるが，卯内容の法透債は外闘の盤濃度が愛つでも，何も餐化が起

らない事が知られやう白

Trans. Sapporo Nat. Hist. So<'. Vol. 18, Pt. 3-4 

表第

た 液 ｜ 蕗理後の穆透質 〈告統計のフレの樹劉的な窺み〉

鈎照〈水運7]() H 2 

Mfto NaCl 

M120 NaCl 

M向。 NaCl

う

4 

7 

7 2 

し理魔

4 7 2 

2 7 ラ

2）初期桑質怪卵を M/15平衡臨溶液＊に飼育して11日聞にわたって趨時卯の水分量を測定し

たー水分量は98.0土0.5~0. の乾燥器rt:24時間放置して得た乾燥水分量から求めた。飼育温度は

17.0:tl.O。c.で、あった。 整tJ摂としては，同温度の下で、水道水中広飼育したものについての水分

4 
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エゾサンセウウオ卵の霊芝生過程の水分量〈篠崎による。’49未殻表〉縦軸は水分量〈%），横軸は受精

後の日数

卵登生過程の71＜分量，縦軸は水分量ぐ%〉横軸は受精後の日数。

一一×一－x-M/15平衡璃溶液中 ・一…・ ・ 一一水道水中。

-15 ’Q, 3 －ー，0 1 . 

第3圃

第4圃

※M/1s NaCl IOOparts +M/15KCl 2.4parts十2/45MCaC123.8partsをM/10NaHCO:iにでpH.7N付近に
buff erした
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量を求めた3 教室の篠崎は就に足山渓l雫のヱゾ沙ンセウウオ~mについて，そのまを生過程を這っ

て水分Ji[を測ってゐる。それによると水分法の一定な説明と増加が起る後期がみられその境は

平術作早期附近である〉又さらに前期の水分量は卯が休内にあっても受りがないと言う。との

2つの事質．即ち注m1時に水分量にをぎりがないこと。更に水分置の一定な前期があると言ふ事

賓は，との期間を通じて・卯表が不透性であるととを示すものと考へられる。筆者は更に，札幌

産のものについて調べたととろ，同じ2つの時期があるととが知られた（第4岡）而も2受験区，
封照匿を通じて， 2f5..衡惇早期以降にのみ水分監の増加がみられ，さらに平衡梓早期の水分苛む

’J 
イ庄は堂、v照匿，質験匿共殆んど，一致してゐる。とのとど怯ー少くとも同時期の卯表の不透過性を
別た角度から確めたものと思ってよいだろう。

以上eJ1）及び2）より食生初期く千街慢早朋迄）の卵表D不法過性が結論されるが， との場

合，を芝生後期の水分の増加が問題となる。との時，その増加率は外閣の盤濃度によって，はっ

きりと差が出来るから，1種の法法的なものと考へられ，と Lにとの平衡搾早期を限界としての

任表の透過性の縫化が橡想される。そしてとの水分量θ増加ととの脹どを休の法透感の一定性と

θ附係は今後に残った問題であると言へやう。

)[ 結び何れにせよエゾサγセウウオ卵はその援生を通じ，J霊底性を維持しつどけるが，その機構はその
費生温程を通じて恐らく軍ーなものでよなからう。が少く~も護主初期；こは卯〈怪）表ぼ溶質｛土勿論71'に劃して

さへも不透過性であるため外国がffr調なのにもか出フらず問有の喜多透買を持ちつどけるが，後期tこなると，恐

らく怪表の透過性｛ま芸霊化するであらうから何か別な機構の下で恒産性を持ちつどけるのだと言ひ得る。

叉この様に，卵く匹〉表の透過性についてはエゾサゾセウウオ卵．士悩の雨量類卯と性質が全〈異つてゐて，

むしろ一般の魚卵に近いと言ふ馳，どの尿な生理的な原因で同じ両接類でこの差が生じたのであらうかと言ふ

ことは一つの大きな問題であり，．この卯の水分代謝を羽らかにする上の有力な手懸りとなるであらう。

摘 要

1) エゾサンセウウオYl1で、は他の同級類の卯で吉はれてゐる主うたj:七卯に伴って起る診を債

の一時的友愛化は見られたく，従って卯及び紅、はき芝生過程を通じ問有の濠透債（J=-0.3生。0.)

を持ちつrける。

2) との恒墜性の機構について，年｛崎将早期迄は卯表は水に釘しでも不透性であってとのた

めに恒座性を維持するといえる。けれどもとれ以後ではとの透過性は恐らく餐わるので何か別

た機構があらわれるのだらう。

向，この仕事は主に，文部省科患研究費によったものである。
~ 

文献

主なものはNeedham,J. IS31. Chemical Embryology vol. 2 Cambridgeを参照されたい。

育木嬢 1941.北大理組要〈裁物事） 7, 381. 

1942.北大理組要〈動物塾） 8, 45. 

Brrigs, R. W. 1939. J. Cell. Comp. Pbysiolリ 13,77. 

Gray, J. 1932. Brit. J. E玄p.Biol., 9, 277. 
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I I 

Resume  .. 

The osmoもicp.ressi:tre of Hynobi us egg and embryo as well was d剖erminedby means 

ofもhefreezing point depression method. It beca.me clear白川出eosmoctic value was-kepもcons-

旬nt(L1= -0.34°0.) throughouももhecourse of the development. 

Inもheen.rlier stages of development, the constancy of也eosm叫icpressure is consid町・edto 

be chiefly bue旬もheimperme九bilityof the egg surface, bnもduring色helater stages some 

different mechanism may be concerned. 

校正漣記 この報告が印刷にまわってから，偶然， Picken,L. E. R. &; Lord Rothschild 

による蛙CRαna tempO'I'・ωイα）の卵｛こついての受精の時の若手気墜の嬰化に関す
る最近の論文をよむことが出来た。 (J. E玄p.Biol. vol. 25 1948) 

この論文でも程度の差こそあるけれども，受精及び‘接JN.，こもともなう穆透買の低下
がみられるとのぺられてゐる。これは，この方面の研究史に加えられる最も新しい・

ものと考えたので余白を肉用して，つィナ足すことにした。

『、、、

’ 
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馬鈴薯の生理、形態皐的研究

第生報芽薯の後生機構に

閥ナる一考察

Physiological and mo1・phological studies on po仇七oplants 

Pa凶 4.A brief noもeon也eもuberizationof the sprouもon

potato tuber (With English resume, p. 73) 
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第 1圃 昭和23年秋期産馬鈴薯塊窒上に於ける芽薯の形成
〈品種“紅丸J 昭和24年7月20日撮彰

現泥にある。

筆者等最近偶々芽薯の好試桝を得たので，長期貯議中に叢生する芽薯及び毛の親薯の炭水化物，並びに其等

組織の生理的拭態を，正常芽及びその親薯の其等主比較し2.3の結果を得たので認に報告する。

備本研究の貫施に蛍り，宮津香春君は終始賓験に協力せられた。文静岡懸の織部，三高爾技師よりは，同豚

に於ける今春の芽薯混生状況に闘し，種々御教示を賜った。此慮に記して深甚の謝意を表する。

震験材料及び貫験方法

(A) 供試材料 ：賓験材斜としては昭和23年度北海道産託丸種を用ひた。

(a）’正常な芽を蘭芽したもの：多期間覗下貯蔵せるものをラ月上旬iこ掘出し， 7月中旬迄賓験室内で木

製箱中に貯蔵し，芽長約ラ～15mm｝こ生育したものo

(b）芽薯を護生したもの：上記に依り攻護後 7月中旬造宣験室内で木製暗福中に貯戴し，芽薯ヵ：小豆大

乃至母指頭大程度に膨大したもの。

くB) 測定法：分析試耕は重量法により，髄部と皮膚部主に分かち，前報 4）に準じ糖及びi穀粉含量

の定量，アミラ F ゼ作用力，穆透債，並びに組織搾汁pH債測定等を施行した。

賞験成績

先づE常に萌芽せる新芽及びその親薯内に含有せられる澱粉，還元糖並びに非還元糖D各含有

＊北海道大事農皐部植物準教室 持＊香川蘇立農業専門塾校
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fまを検するにく第1表参照〉，先づ正常芽に於いては髄部，皮唐部をと通じ可成の量の還元糖並び

に粉々多量の非還元糖が見られ，る許りでなく，夏に澱粉の存在も認められた。而して非還元糖

髄 部 皮 居 部

還｜喜l金 : l~i!I 還｜霊 ｜ 長
澱

金決~］（乙物但葡萄帯てξ t_, 元 糖元 糖 元 糖元 糖
糖 分 糖分 粉

芽 1 3.18/ 34.991苅 11]-80.52] 127.641 4.90j 82.75 

親薯Io.付 2.961 3.831 8.191 35.77 

く合量はすべて生重量lg寄りのmg重を以て示す〉

封還元糖の比率は，髄部に於て約11:1，皮居部に於て約生： 1である。

ヨたに正常芽を有する親薯に就いて検するに，髄部，皮府部共に澱粉含量著しく低く，叉髄部

に於て還元糖，非還元糖含量共に僅少で，その非還元糖封還元糖の含量比率は約3:1である。

他方皮居部は可成の量の還元糖と共K，叉梢々多量の非還元糖を含有し，非還元糖封還元糖の

比率は約B:Iであるo

而して葡萄糖に換算した金炭水化物量は，髄部，皮府部を通じ共に，芽の方が塊輩より著し

く多く，叉法透演も同様に親薯より芽の方が高いが，特に髄部，に於て共の差が顕著であり，叉

水分含量は髄部，皮唐部共に芽の方が大であった。

更にアミラ｛ゼ作用力は髄部，a 皮居部共に芽に於て大きいが親薯の皮唐部に於ても可成の作

用力が認められたー

ヨたに正常芽及びその親薯に就いての諸含量と釣比して3 異常生育した芽薯及びもの親薯のそ

れら諸含量を検して第2表に示す如き結果を符た。

第2表 、芽薯及び親薯内の還元糠・非還元糖並びに澱粉合量

~！J~ 
部

i殴 ｜金物糖
決但と
水葡し

粉 ｜化萄で

257.361 315.461 

12.941 16.90[ 

皮

非
還
元
糖

〈含量はすべて生重量ig蛍りのmg重を以て示す〉

賠

金

糖

分

18.70 

32.551 

部

被 ｜金物糖
｜茨但と
｜水葡し

粉 l化萄て

169 631 203.47 

101.621 附ラ

先づ芽薯に就いて見るに，橡想、された如く，髄部，皮）骨部共に顕著た澱粉の蓄積が見られた。

然るに還元事普及び非還元糖含量は共ι 正常芽のそれらK比し，絶鈎値に於て低いが，併し非
還元糖封還元糖θ比率は大であって，例へば，髄部に於て約16:1, JJ乙岩部に於ては約20:1であ

った。

ヨえに親薯に就い‘て見るに，髄部氏於ては正常芽を有する親馨に比し，澱粉及び還元糖合主ーは

共に多いが，非還元糖は著しく少い。他方皮階部に於ては，特に澱粉が著Lく多いのに反し，

還元艇は極めて少い。 然るに非還元糠含量は粉々多く， 従って非還元糖主主J還元糖の比率は約

325: 1である。
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今葡萄糖に換算した金炭水化物に就き，芽薯と貌薯をこ比較すると，髄部z皮屠部共に芽薯の

方が大であるが＇ ~与に髄部に於て雨者間に議員著な差が認められる。叉主主透債拡髄部，皮居部共

に芽薯に於て大きく，特に皮居部に於てその差が顕著で・あった。

更にアミラーゼ作用力は髄部，皮暦部共に芽薯より親薯の方が大きい。而して組織搾汁のpH

債は髄部，皮府部共に親薯よりも芽高年の方が低い酸度を示した。

結 器
開

以上の寅験結果より考察するに，本報告に於て劉照として用ひた正常芽を有す親薯も，百C報4)5）の寅験結果
より考へると，可成老化したもので，之は勿論牧穫後の経過時期より嘗然預想されるところであるが，叉本文

に示されたぞの貯蔵物質相互間の量的関係からも明かである。先づ第一に奉げられる賠は，髄部，皮膚部を通

じ共に著しく毅粉含量の低い事で，之は蔚芽開始に伴ひアミラーゼ酵素！こ依り糖化せられ，護芽並びに爾後の

－生活維持のエネルギF 源として泊費されると共に，糖の一部は更に新芽部に移動するつ而して本質験の供試試

斜の知く木製箱中広貯識された場合，環境不利の属新芽｛lfl長ほ限定され，ぬって還元慌の消費僅少である篇，

-t.の一部は非還元糖として親薯，特に皮府組織中に蓄積される。他方新芽中に送られた還元糖は萌芽不良の環

境下で，よちの消耗僅少である震一部は非還Jt糖として該部に蓄積きれる．之が外翻上正常芽を有する塊玄の新
芽部，並びに塊室，特iこ与の皮層部に多量の非還記楠含量を見る所以であらう。而して特に注意を要する馳：t,

外観上E常と見倣される新芽組織中に，可成の量の灘粉刀蓄積を見る事である。之恐らく塊茎より新芽に溢蓮

される還元糖の消耗が｛華少である篤，与の一部ヵ：非還元糖に鵠ずるaと共に，一部は更に安定型の澱粉として蓄

積されるもので，此め新芽が今後正常芽として伸長するか，叉は芽薯として異常塊翠を形成するかの分岐黙；ま，

恐らく此の間に於る僅かな僚伴の襲化に依り決せられるものと思推される。

弐に異常塊童形成く芽薯〉の見られる塊茎に就いて検するに，先づ最初に注意すべき賄工，蛍然預想された

如〈，親薯組織内の澱粉含量の低下と，芽薯内への具常澱粉蓄積であって，之の事質は前報3) iご報じた馬鈴

薯ご弐生長塊翠に見られた現象と全く類似したものであって，恐らく護生機構に関しても雨者間に共通艶のあ

らう事は想傑tこ難くない。蓋し上述の場合と同様に，萌芽に際し生成せられた還元糖；主新芽部iこ選入され，該

部で或る傑件叉は或る環境の組合せに依って，澱扮として蓄積せられたものであらう。尚更に考慮を裂する黙

は，此の芽薯並びにその親書内の還元糖，非還元糖並びに全精霊は，組織にまり多少の相異はみられるが，そ

の紹劃値に於て概して，外観上正常芽を有する塊玄のそれ等に比して，親事相互間に於ては芽薯の方が低い

含量がみられる。而して非還元糖警告還元糖含量比窄は，殆んど例外なく，芽薯の方が大である事は，含有糖分

の賂．或は叉§t報4)5）の質験結果より考へて，芽薯は全体として一腹安定した貯賦系を構成する。此の事は更

に全茨水化物量の賠より見る時，芽薯の方が正常芽を有する塊茎より，何れの組織に於ても高い含量を示して

いる事寅，更に叉アミラ F ゼ作用力，組織搾汁pll債調IJ定結果からも詮せられる。然し此の事寅ほ種薯として

の債値衷失を意味するもので，直ちに掘取，再播慣，その他の爾後の庭理を必要とする。

~に芽薯護生の傑件を明にする一手段として，（ 1 ）明，潟、，（2）明，乾，（3）暗，潟，。〉暗，乾の四種理境下

に正常芽を有する親薯を置いた~＇ (4）の場合に於て顕著な芽薯の形成が見られた。

上記の如く，芽薯は或る環境，特に乾燥及び光線不足等の傑件の下に於て，萌芽特iこ老化事より設住する芽

の生長の抑削，並びに親薯よりの過剰の糖類の供給等の僚件の組合せにより，前芽組繊内に被歩の蓄債を見る

結果費生ずるもので，‘その護主機構は馬鈴薯二失生長司〉のそれと類似するものと思推される。叉事寅今春iご於

ける静岡地方の気象候件，並iこ使用種薯の性情は，芽薯聾生の諸篠汗を満すもので，一同地方に大量の芽薯の設

生を見たのは，蓋しJi:むを得なかったであらう。而して斯議な芽薯形成の原因究明は，叉同時に馬鈴薯の塊翠

形成機構の根本問題に閥、連し，更に今後の研究に侯つものである。然しその針策としては，すくなくとも，遇

策のよい冷涼な個庖に貯蔵されていた清新なる福義の使用，並びに有機質肥駒の施興に依る圃也の理化事的性

質の改善等が寧げられる。
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くの田 川隆・岡葎養三・酒井隆太郎 1948 ：寒地農皐2,39・ララ

（ラ〉田川隆・岡津養三 1949：北海道馬鈴薯採種組合連合曾資料 No.5.

R e s u m e 

Dece皿ber,1949 

It is noもatall凶 .commonもofind七uberizationofも，hesprouts directly on parent po肱加知hers

left over winter in a cellar. These sprouかもuhersnre also observed in Hokkaido reclntly . .But in 

出efate spring of 1949，色hecul七ivationof po句旬esin Shizuoka, Shimane and Aichi prefecture::> 

suffered heavily from the formation of sprout・・tubersin七hepot:ito fields. 

In order to obtain some information on the tul.ierization of the p叫1凶O sprcut, the present 

investigation was undertaken, using the v町iety “Beni-Maru”加 material.Judging fromも，he
resul句 obtained,i七isnot unreasonable to consider也前出emechanism of sprout「旬herformation 

is very simi far to th前 ofthe second-growもhof the pota旬もuber.Namely, the accumulation of 

starch in the sproutもissues,dueも0 七，fofabundant supply of sug町 fromもheparent tuber under 

the condi七ionsof the absence of ligbむnnddampness, was ascertained. Wbaむprincipalycaused 

もheもuberizationofもhesesprouts, Lowever, i色iRdifficult to say and is deserving of further 

s加dy.

, 
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鍛砲百合の球割に闘する研究

第8報 ‘特に球根の溌育週期に就いて

S加diesonもhebulb~divison in L・limnl01げiflontJn

Parも3. Especially onもheperiodic development of the bulb 

(Wiぬ Englishresume p. 78) 

田川 隆牢・久保 貞＊＊

Takashi Tagawa and 'I'ada:shi Kubo 

緒言球模植物に関する研究は，比較的古くから行iまれ，特：こ Irmisch,T.に依って，その一般的形態

が記述せられたが， 1920年頃からオラシダに於て，多数の研究者 t),2), 3), II), 17），に依り Hyacinthu目， Nur-

cissus, Tulipa, Convallaria等ヰ就いて，解剖準的見地から組織的な研究が進められ，促成その他の圏整

的}J!求に基礎を輿へた。然るに Liliumlong~lorum に関しては，病理事及び細胞撃の見地から研究が試
みられたに止まり，国翠的要求 4こ基礎付けをなすに足る研究には， Pfeiffer,N. E.12）の報告の詳細きに及ぶ

ものはない。而して百合限栽培上最も重要な移植時期その他に関する理論的，寅験的究明は，その栽培の合理

化上緊要事であることは論を侯たないp 鎖砲百合は琉球列島ピ自生し16),園整的には群馬将、，長野豚にまで栽

培ぜられるが，綿度の北上と共に，球恨肥大度が漸・減ずることの，及び球割環の護生8),10), 15）等によりド技術

的に困難I)·~ふ北海道の栽培に於て，此の要望は最も切質である。

著者等は，球割1こ闘する研究を進めるに際し，球根鼓育に闘し観察を進め，移植時期その他に寄興し得る結

果を得たので，第3報として報告する。質験には var.intmlαγc及び var.~akesiniα を使用した。震育習性

は，球根重量によって多少の相異が見られるから，球隈；士重量別に之を植込み，結果の混同を避庁た。花器形

成に就いては，圏整的な興味はあるが，本報；こは主としてその分化開始に重貼をおき，弐の四段階及び休眠期

に就いて論述する。

(l）分花開始期（Embryonicperiod) 

(2）葉形成期＜..Leaf-formingperiod) 

(3）花器形成期くFlower-formingperiod) 

(4）伸長期及び休眠期くE.xtentionperiod & Dormant period) 

向，本研究は故前川徳弐郎教授の推奨により始められたものであり，叉文部省科皐研究費に負う亡いること

を記して感謝の意を表す。

賞験結果及び考察

1分化開始期：別報9),15）に報じた如く鎖砲百合の地上車業服部には肢芽の分化は見られす＝，

又木子及び鱗室内新生長貼の分化は，通常θ側芽，或は潜伏芽とは粉々異b，その分化K闘し

て生理的興味は大きいが，形態的には分化開始後の経過は，一般不定芽の場合と同様で・あるー

15gm以上の球棋の場合には，仲芽長約2cmtc達した後その分化が始まり iう〉，外面的には膨隆
＼ 

K，内部的には該部の表皮細胞及・び皮府部細胞の細胞質及び核の充質活動と共に，表皮細胞の

法心方向に大さの哨大が見られp ヨえいで外部皮屠部細胞p細胞質及び核の活動は益々旺んとな

り，一群の分裂細胞併を形成する。細胞1l及び核の充貫活動の開始から，との分裂細胞群が生

長黙を形成し，楽の突出を形成する前迄の時期を分化開始期と言ふ。 5gm.以下の重祉の球根は，

発北海道大事良事部植物事致室 牢牢北海道大型農皐部国毒事皐教室
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第2園 球根重計週年鑓イヒ．横軸は月別．縦軸は
球根重量を示す。
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後であり，モの後花器造成は仲長明と共に進められる＠第3闘には8月15日に掘上げ，同月20日

に植込みを行った var. 向k~~ima の分化経過を示した。

埼玉取に於ては， 8月掘上後9月迄の間に花芽の分｛じがみられ， 9月下旬乃至10月に伸長期に入

り花器造成が行はれる。北海道に於ける花芽の分化は，掘上時期即ち地上部消失と密接友関係

を有し， 8月中旬未だ地上部の生育中に掘上げ，主主薬を切断して移植したものに於ては， 9月上

旬乃至中旬既に花芽分！と期に入る。又移植せ宇地上部のみを切除したものに就いても殆んど同

久二、＼／外ぷご＼f?!_ミ＼緑、伊々 、

ノ恥Lベ
／｛.い’信~.

to 

8c曲 10 C血

L同『ーーーー』

第 3圃 黒軸銭砲百合花芽分化過程パ－9月3日， 2-9月10日， 3-9月15日， 4-9JJ 12日，e ラーIQ月1日， 6-10月ラ
8, 7ー 1~〕月！ OB, 8ー10月25Fl' 9-4月18日， 10-4月25Fl c輩出根分化開始時期）， sp鱗片奉lj離痕， bf
球床， r新根，粍数字は窒の伸長度を示す。翠位mm,3,5-IOは同一倍率。

様の結果を得た。、之に反してp 放置して10月迄旺盛な緑薬を地上に残したものに於ては，往々

積雪前に花芽の分化を見泣いととが観察せられた。

4.伸長期：花芽分化後伸長期に入り，花器の造成が進められるが，北海道に於ては，その

初i切に低湿の震に仲長を中止する。 0-3°0では，花器の造成及び輩の仲長は進渉しない。撃

の仲長は，球根重量20gm.以下のものでは，そり重量の減少と比例して遅れ，5gm.以下のもの

で・は鱗片が伸長じて根出葉となるが，輩の伸長は遅い。

北海道に於て， 9月中旬以後掘上移植する場合，個体によりその分化相陀多少の相異を見るが

生長黙頂平のま L越冬するもの，伸長開始直後の欣態で、越冬するもの，時には7-13mmイ中長し

て越冬するもの等がある。従って北海道に於ては，花器形成期及び伸長期は，冬にまたがるo

著者等の質験K依れば，花芽分化及び重仲長の遁湿は，夫々18ー23°C及び9-14。Cであり，

又Z患の仲長及び花器の浩成の遁温は，次第に上昇する傾向がある。 との結果はチユ｛リップと
類似している17）。とれら雨遁湿の前に，尋常葉分化の遁混24-28。Cがある。 4月以降融雲と共

に，常の仲長及び花器各部の浩成がす Lむo従来禁出根の見られる時期に，花芽分化が行はれ

ると考へられていたことはの，恐らくとの花器各部の造成分化が極めて明確となる時期を指し

たものと思はれる。斯くの如く特殊の場合を除き，北海道に於ても，花芽分化は積雪前に行は

れ，仲長期に入クて越冬するのであづて， Pfeiffer,N. E. (1935）の場合の0-3°Crc貯蔵された

ものと，殆んど同様のJ{た態にあると考へられる。 － 

5.休眠期：一般に地上室の拠色枯死後，鱗輩は休眠胡に入ると考へ．られてゐるがの，7),

上記に依って，！被密には正営で友いととが明かで、ある。即ちその時期K，尋常薬及び花芽の分

化が見られ，鱗室内に於て玄の伸長が進められている．倫休日民のー判定法とせられる根の分化

及び伸長に就いてはの， 1,2, 3月を除く各月に掘下調査した結果によれば，殆んど常時棋の分
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化及び仲長が行はれ，積雪期間中にもその伸長が見られた9 従って向後的体II民は判別し得ない。

著者等の賓験によれば， Rfeiffer,N. E. 12）も報じた如く， 0-3° c K於ては室仲長は殆んど進
捗し左いが，北海道に於て深度5-lOcmの地温が，それに相賞する期聞は， 12月から融雲期tc.Et

る期間である（北海道大事農事部西側露地に於ける測定，末愛表資料による〉。

上述。生育相に件ム遁湿の黙からみるも，北海道に於げる百合根栽培には， 8月下旬掘上移植

の必要が考へられる，

摘 要

1. 本研究は，銭砲百合球根の護育経過を明かにし，栽培，促成及び抑制に関する基礎的資料

を得る目的を以て，主として球根登育の形態串的観察を行ひ，併せて各時期の適温を寅験的に

確めたa

2. 球棋の主要生育期聞は，分化開始期，薬形成期，花器形成期及伸長期の四階段に分けら

オじる．

3. 分化開始期は，北海道に於ては多く 4月であり，仲芽2-4cmの時期に見られる。

4. 新生長黙の分化後，直ちに葉分化期に入り，分化された葉θ鱗11・として肥大する。 8月
中旬以後K尋常葉の分化が見られる，とれが薬分化期の末期である。

5, E頁芽が葉芽から花芽へ特移する時期は，北海道では 9月或は10月に見られるo とれはそ

の掘七げ及び移植時期と特接友関係を有する。

G. 尋常葉形成の適温は，比較的高く 24-38°0で、あ小花芽分化及び仲長開始の、適温は，夫

々18-23°0及びg_14ooであるa仲長の遡温は，仲長の進むに件、って高温となる。 0-3° 0で

は殆んど全く仲長を中止するO

7. 芽及根の分化仲長に関する観察Kよれば，自愛的休眠は見られたい。他設的休眠は，北

海道に於ては12-3月の間にあると考へられるo

8. 各生育期の適温が明かとえ主り，促成及び抑制！怠理K理論的根擦を輿へ得た。 10°0内外の

低温は，花芽分化後に奥へねばならぬ。
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R e s u m e 

The culもivationof Liliimi longiflo1rU1n in the northern clim抗esis suffered from the 

following two ractica.l factors, namely，色bereducもionof growth and出eoccusrence Qf double-

nosed bulbs, owing ho出句もhelowもempern.turein出品 region.In order to obtain some fund-

a皿.en旬linform a色ionsfor the solution of these problems, in the present investigation the 

normnl phases of the development of the bulbs we;re studied usingもwo,・aneti es ( v町. ins'lllare 

and var. tαkesimα）制 materinls‘Thedevelopmental phase covering the range of bulb initiation 

to the differentiation ofもheflowet may be divided inむo four periods; namely, embryonic, 

lenf-formin~， flower-forming and ex胎凶ionperiods. 

The commencement of出eembryonic period was recognized on April in Hokkaido，川色；he

time of 2-4 cm bud length, forming the new bud in the axil of也escale leaf. The leaf-form-

-ing period appeared about 10 days after of it and contiuuedもoSeptember. After凶eformation 

of foliage leaves (op色.temp. 24-28~0.), the differentiation of flowei: bud (opも．臼mp.13-18。c.)

has happened 抗 earlyin_ October, and atもhesame time slow elongation of出台 Sもemwas reco・

gnized. B1~t this elongation of the s胞m,of which opti mu叫旬mpernもurewas 9-14。C. at their 
primary stage, has stopped by low temper川ureof winもer. Accordingもoour observations, the 

restiJlg period of Li li'llm longiflorum bulb was not a民certn.ined.

Judging from our e玄perimentalresults, it seemed reasonable to plnnts the bulb afte1・ the 

flower bud differen抵抗ion.In Ho法aido,however, the affair is more complicated, concerning 

wi也もhetemperaもureatもbn.ttime and the roo七differentiationin the bulb. When concerning the 

root-and the bud differentiation, i七 issuitable加 digup duringもhegreen t.errestri al 前emand 

plantsもhebulb in the field n.t the ln.~ in August in Hokkaido. When もheformation ofもhe

foliage-leaves was recognized af加rdigging up，出ebulb should be planted as easly as possible 

While iu the souもhern climates，もhereis no occasion ・for so haste n.sもothe no1thern one. For, 

the time [.if planting should 1 e determined according toも，hetempernture and the phase of出e. 

bulb develop:pi引1七．
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鍛砲百合の球割に関する研究

第生報 特に球根のを愛育週期と球根内貯蔵物質

の消長三の関係に就いて

Studies on色;hebulb-division in Lilium lonrtlfl01・imi

Parも4. Especially on色iherelation be色weenthe periodic 

bulb development and the variation of色hereserve 

substances in也ebulb (WiもhEnglish resume, p. 82) 

田川 隆特・久保 貞＊本

Takashi Tagawa and Tadashi Kubo 

緒言：前報S）に於て，球根の分化開始より開花温の球根護育に就いて，主として解剖鞠幌地より，その

相互関係を明かにし得たの守，本報j三於ては是等裂育過程と貯蔵物質の消長との関係を明確ならしむる矯に，

鱗室内の糖及び窒素含量の襲警化を時期別に分析渇求した。

本研究は，故前川徳夫郎教授の御准奨に依り始められたものであり，文文部省科理研究費に負うことを記し

て感謝の意を表す。

質験材粉及び賓除法 t材斜には， Liliimilongiflos1mi var. tαkesimαを使用し，植込みその他は第3報S)

に準じた。鱗翠は，銃利な剃万を以て棋形に縦断し，秤量管に入れて秤量後，賓験に供した白材耕の採取は，

各時期に於て，生育中程度のもの三個体を取り使用した。秤量後少量のトノレオールを加へ，字L鉢中でよく磨障

した後，蒸溜水200cc. を加へ20分放置後，吸引穏過し，穂波にウオルブラム酸ソー ~tocc. 及び i N.硫酸lOcc.

を加へ，十分に振擾後1時間放置し，再びi司一穂紙上に吸引穏過する。 穏紙上の残澄は水洗底引後，蛋白態窒 ．

素の定量に用い，穂波は洗液と共に蒸溜水を加へて250-500cc.とし，その他の分析に供したo

蛋白態窒素：麓遣は穂紙と共に，ミグロキエノレダール法に依ってその窒素量宏測定した。穏紙に就いては盲

験を行った。

可溶性室窒素 ： 穂波50cc.を分解フラスコにとり，硝酸態窒素を還元後・n, ミグロキエルダ，...Jレ法によb

窒素量を測定した2）。

r 還元糖：溜液50cc.lこ就いて，ベルトラユ／法により測定した。
非謹元糖：櫨液20cc.中に25,%'HCI4cc.を加へ，水浴中に2時間加熱後，苛性ツ F ダにて中和し，ベルトラ

シ法により測定した。

向澱粉の定量の震には，同様にして別に材耕を秤量し，乳鉢中によく腰砕後， 200cc.の蒸溜水を加へ，溜紙

にて吸引溜遁し，よく水洗後，残澄を濯t氏毎蒸溜7,klOOcc.中にえれ， 2ラ%HCI!Occ.を加へ， 3時間水浴中に

加熱後，苛性ソ戸ダを以て中和し，ペルトラν法により測定した。渥紙に就いては冒険を行い，上値より之を

差号I＇－、た。

以上の分析による結果は，之寄？第3報iこ示された褒育相と針比して考察を加へたo

賞験結果と考察

植込時球根重量3-5gm.球及び15-20gni.球の生月から10月迄の貯蔵物質の分析定量は，第1.2

表に示す如き結果を得？と。とれらK依れば，大球， 1j、球共に分化開始期比は，可i容’i生窒素及び

還元糖は梢々増加するが，蛋白態窒素及び非還元糖，澱粉含量は減少する傾向がある。主率を還

吋b海道大串農事部植物事教室 勢牢北海道大事農事部図書皐教室
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第1表植込時 3-5gm.球の鱗輩内貯蔵物質の消長 C生体重量O.lgm中のmg.量にで示す〉

下~I rv・ 3 J iv.21 ! v.10 j v.26 j w.2 j mr._1oj ffil.3o[ ~ x. 15 

還元糖 I 0.6841 0.701 I U18I 1.3981 0.3641 0.3691 0.3451 ! I 8 
非還元糖 I 4.917/ 2.870, 2.044/ 2.108/ 2.681/ t.895J t.370/ : I 

澱 粉I 9.8321 7.541) 8.109j 12.32Ij 16.3311 19. 

第2表植込時 15一20gm球の鱗撃内貯藤物質白泊長．〔生体重量 O.lgm.中の mg量にて示ナ〕

長々 ＼iv.10l1v.18I山 91v. a I v. 13 / v. 30 j nn. 3 I wi.11 I nn. t 9_ I四.26I :oc. a I x . 4 I x. 14 

f:§ I ~ と~＇. I ~：~：：：I ~：~~＇. '.1 ~－~：~！ 0. ゴ：.~~＇.t::t.~：~I:::: ~t：：：~＇. I ：：~~~I の＇~I ~：~~！ょ

元糖と可溶性窒素によって求めると，該時期に於て小球では3~5であり，大球に於ては 9-..13

を示す。此時期には又花器造成及び霊｛中長がなされ，その進渉に従って，鱗意内の貯蔵物質は，

15-20gm球に於ては，可溶性窒素及び還元糖は一様の含量を示し，蛋白態窒素及び非還元糖は

漸失増加する。 8月の種質成熟期には還元糖は増加し可溶性窒素及び非還元糖は減少を示す。

3-5gm球の場合には，7,8月に可溶性窒素及び蜜白態窒素は徐々に増加する。之に反して還元

糖は徐々に減少し，非還元糖も亦減少する。此結果が球の大小により相具するととは，花器遊

成及種賓成熟に図るものと考へられる。該時期の還元糖及び可溶性窒素による3率は， 1J、球に
ては2-3であり，大球で1-5である。 4月に形成せられた新生長黙の薬形成末期に於ける尋

常葉の形成は，本賓験の供試材料に於ては， 9月5-30日に見られたが，該時期には大球， d、

球共に還元糖，非還元事IJJ，可溶性窒菊及び蛋白態窒索は何れ，も増加し，澱粉含量のみ減少した。

是の妄率を上越の如くして求めれば 1-2である。併し乍ら10月初旬には，念激な還元憾の増

加及び可溶性窒素θ減少を示しE従てコて妥卒も亦急：激友増加を示し， 6-8と在った。而して常

法に依り，花芽の分化を検した結果，該時期には既に生長黙の頂千となり且その面積を増加す

る時期を終へて2-6mmの仲長がみられ，花器造成と仲長とが進められている。

上記。分析による結果は，何れも1-3年K豆って形成せられた組織を，模形に裁断した料試

を用いたものである。 此の鱗室の更新を回表に示せば，第1闘の如くセある。第1聞に依れば，

秋K植込まれる鱗室は，二年度組織と初年度組織とより成りくA,B) Bの頂芽が花芽とたり，

徐々に仲長して翌春生月には，その仲長翠基部の鱗片の葉肢郊に，新生長貼を分化し（0）ヨたい

で温度。上封・と共tc,Bは伸長し，花器浩成を進め，開花結賞するa此問，新生長黙（0）は新

鱗室として肥大生育を続0・るo Bの鱗片は，内方のものは肥大するが，外方のものは貯蔵柴

養分主治費，鱗片及び球床は，外側から弐第にその生活力を失う。一年を経過した翌年9月に

は， AV全部及びBの約3の鱗片を失う。 Cはり月に花芽を分化し，徐々に仲長期に入る。此間B

の残りのまの鱗片の貯械柴養分は消費され，翌年6月にはBも亦全くうたはれる。斯くの如く， Ce:>

全く失はれるのは弐年の 6月である。之に依って，一鱗藍の組織は3年に豆って生活するととが
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絞って8月中旬乃至下旬に掘上げ植込みを友すと

とが，殻根の面から好結果を期待し符・る。とれに依って，尋常薬分化及び花芽分化の商より見

れば，掘上げ時K尋常業を分化し，植込後花芽の分化を見る如くなすととが出来る。従って掘

上貯減時に尋常薬分化の適温を輿へればー居有利である。此方法に従へば，分析結果に示した

8月30円以後の諸物質の；増減は，澱粉含量増加が見られないとと以外には大き友愛化を見ない

く未殻：表資料による）o.とれに伏クて，愛根不充分による3 貯蔵物質θ徒費を防ぎ，寒地に於け

る球根肥大度の減少を最小限に止めるととが

出来る。此理論的基礎付けは，著者等が余市

岡場に於て行ヲた試験に於て賓澄し得た。

－＊率を，還元糖及び可溶性窒素に就いて求

め，各分化期との関係、を第2闘に示した。之

に依って明か左ととは，花器形成期には妥 2容

が極めて大、たるととである。併し乍ら，著者

等の観察に工れば，生長駆が頂干になりその

面積を増大する花芽分化開始期には，長率は

ォーだ大きな数値を示さない。

従来考へられていた如く妥率の大なるとと

知られる。

鱗翠の一世代は，イ中長期後開花結賓して終るも

のでは友く，弐世代の生長に際して，そω貯蔵栄

養分を供給ι，奉仕的生育を続ける。との時期を
奉仕期と名づければ，イ中長期の後に開花結貴明及

び奉仕期が績くととになる。従って，北海道に於

て4月に分化を開始した個体の生命は，翌々年6月

迄の間K，分化開始期，葉形成期，花器形成期，伸

長期，開花結賓期及び奉仕矧の六時期を経過する

が，とれらの六時期は，夫々一時期の終了後，ヨえの

時期に入るもりではなしそれ等の縛移期には夫

々その前後雨期が互に相車整するものである。

第1,2表に依れば，窒素及び糖類の金貯蔵物質の

最高含量は， 8月下旬からり月上旬に見bれるo従

って草花貯蔵物質の増加，球根肥大の賠より言へ

ば，該時期以後に掘上げるととが有利であるo 併

し乍ら北海道に於ける栽堵に於ては，鱗室内生

育の－｝｛）~況及び笈根を考慮し，掘上及移植時期の調

節によって，鱗翠内の生理的保件を有利に導く

必要がある。著者等の翻察に依れば球床内に於け

る根の券化は5月及び8月が最も盛である。球床内

に分化を見？と根が仲長付1出した後に掘上げるとと

は，貯蔵物質の増加を考慮しでも有利ではない。

お, ... 
12 
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第2圃 C.N率遇年謹化，re線は15-20gm.球．破
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が，花芽分化の必要僚件とすれば，少くとも解剖的に分化を認め得る以前に，その増加を見る

べきである。

本質験結果から考ふればij-率は花芽の介化開始に不可欠の僚件では友く， その重要性は，

むしろその後の花器各部の浩成にあると考へるととが出来る。

新生長黙の形成僚件と；卒の大小との聞には，何らの相互蹴係も認められない。分化開始期

尋常葉形成及び花芽分化開始期に，可溶性窒素の増加が見られるととは，原形質形成に於ける

その重要性によるものと考へられる。

摘 要

1. 本研究は，鍛砲百合鱗玄の生育期間中の，鱗烹内貯蔵茨水化物及び窒素の消長を還元糖，

非還元糖， 澱粉， 可溶性窒素及び蛋白態窒素に就いて追求し， 鱗章受育週期とθ関係を考察

した。

2. 鱗玄の生育期間は，之をヨえの六時期に分けるととが出来る。即ち分化開始期，葉形成期，

花器形・成期，何l長期，開花結賓期及び奉仕胡が之である。

3. 分化開始期には， 電素及糖分含量は活動態のものが増加し， 澱粉， 蛋白態窓素及非還

元糖等の非活動態Dものは減少する。妥率は，5gm.球と20gm.球との聞に甚しい差がある。該時

期比，常に前世代の花器造成及び伸長期と併行する。

4. 葉形成期には，蛋白態窒素及澱粉が増加するが，共他は減少する。還元糖はその初期に

一時増加し，後減少する。該時期は，常に前世代の花器造成，何l長及び開花結賓期と併行する。

5. 花器形成期は，之を花芽分化期と花器各部法成期とに分けて考へるととが出来るo該時

期には澱粉含量を除き，何れも増加の傾向がある 3 j-率は花芽分化期に入ると共に増大し，花
器各部造成期に入り更に増大する。

6. f中長期は，花器各部造成期と共に進行し，前世代の奉仕期と併行する。

. 7. 鱗翠は，分化形成後三年自に全く死滅する。即ち伸長期をこ経て開花結賓し，以後次世代

の生育ヱネノレギーの供給源となるo

8. 北海道に於ける招上及1）；.＇移植時期は，鱗翠内貯蔵物質，根の形成，，鱗室内生育進度及び

各生育時期 eJ~歯温を考慮すれば， 8月中旬乃至下旬が最も遁貨であるo

参考文献

l) Klein, G.唱 1932 Handbuch der Pflanzenanalyse. 

2）大谷吉雄 1946 生物 1,212・217.

3）田川隆・久保貞 1949，札幌博物車曾報， 18,74-78. 

4) Pucher, G. W. 1930, Indust. Eng. Chem. Anal, Ed. 2. • 

I I 

R e s u m e 

In the present paper，も，herelaもi-onlJetweenも，hepel"iodic bulb development n.nd the variation 

ofぬereserve subs加，ncesin the Easter-lily bulbs was studied by n.nn.lysingもhenitrogen nnd 

cnrbohydra旬 conもents quan七itatively. The analysis was pursued onもhefollowing fracもions,

namely, protein-N, soluble-N, reducing sugar, non司reducingsugar and starch, during the 

period from the beg・inningof Ap1・il to the mid(Ue of October. 

The maximum conten七of to旬Ire討ervesubs七九nceswai:; seen during the period f】mmthe 

82 



Vol. 18, Pt. 3-4 Tuns. Sapporo Nat, Hi st. Soc. December, 1949 

lnte of Augusもt.otbe early of September. Judging fromもhemorphoJog!cn.l observn.tions in 

Hokkaido, however, iむseemedfavomb] oもoplantsもhebulb into七hefield 川 thelate of' Aug・ust,

or, nt色helatest, at the beginning of September. 

A七theembryonic period., similarly rts at the foliage-len.f-forming one, an increase of 

soluble-N was recognized. These fac匂showthat they play main role for・theconstruction of rm 

essential part of the pro七oplasm itself. At th哨もime，もhereducing sugar/ solu、.le-nitrogen

ratio is relatively low. Aももhe:period of flower・ bud diffe1・entiation, it is still relatively low, but 

the remarkable increase of the p低O W抑制certninedin aecordance with the slow elongation 

of the stem and with the flower fυrmation. When conHideringもhe.:iefacts, it iH more reasonable 

to consider也前ぬehigh CjN rtttio"m九ybe of fundam ent, I日ignificanceforもhedifferentiation 

of出eflower orgnns and strictly it h明治tlemeaningむocorrela七ewith the differentiation of 

the flower bud in the Ens七er-lily.

． 
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東部亜細亜菌類雑記 第V報
No七aeMycologicae Asiae Orientalis, V. 

(With English resu1凶， p.88)

伊藤誠哉・村山大詑

Seiya Ito et Daiki Murayama 

北海道大事：£~事部植物塾教室

著者の一人．伊藤は多年日本及ひ’近接地帯の植物寄生菌類の分類理的研究に従事しつ Lあるが，モの得たる

結果は逐弐護表する所があった。く東亜菌類雑記，第！報，徳永芳雄共著，札幌噂物皐曾報， XIV;l 1-33, 193ラ；

第2報，同曾報，玄IV;87-96, 193ラ；第3報，本間ヤス共著，同曾報， XV; 113・128,.1938；第4報，村山大

詑共著，同曾報， XVII;160・172,1943) 

本報文に於ては其後に於て得た新種，新襲名其他について報告する次第であるo

く158) タチテシモνドウ （Aspαrrrg1.lspygm，α仰 SMakino) の塊摂に寄生する黒穂蕗のi種を新種と

詔め， Ustilago Aspa？＇α，g{-pygrnαd’S. I to et Murayamaと命名した。

本種は昭和9年8月22日牧幸雄氏カ布富岡懸早良郡内野村に於て採集されたもので被害の塊恨の内部が黒色粉

献を呈する。胞千は球形或は楕闘形之て晴褐色，梢著しい刺癒を有し，極めて小形：こて，大さ3.2-4.8×3.2-4.3件

である。

本種の採集時期が十数年前である矯に胞乎；士既1こ設芽の能力を喪失しており旦被害の部位及び其他の馳より

見て本種の麗名については更に検討を要するものと思惟するが，今暫く Ustilαgoに麗せしめて後来の研究

を侯つこととした。向， .Aspa1・α［｝'US属植物に寄生する黒穏菌はまだ報告されていなし、。

弐に本種の記相文を記する事とする。

Ustilago Aspαmgi-pygrnαei S. Ito et Murayama 

Soris in tuberis radicis evoluもis, diu 白ctis, pulverulentis, atris; sporis globosis, 

subglobosis vel ellipsoideis，品ro-bruuneis,echinu1 ato'--verr・ucosis,3.2-4.8×3.2-4.3μ. 

Ha1). in tuberis radicis .Aspαmgi PY抑協eiMakino (Tachi-tenmondo), Uchino, Prov. 

Chiknzen ( Yukio M北i,22 Aug. 1934-typ'us) 

Distrib. Kyushu. 

く159) 昭和20竿ラ月20日，伊廷敏行氏は徳島鴨勝浦郡主比奈村tこ於てスイパ cR’urnexAcctosαL.）の

花部に寄生する黒穂菌の1種を採集された。本邦にてほ Rwnex属植物に寄生ずる黒穂萄についてはまだ報

告がない。

Rmnex属植物に寄生する黒穂菌には U-・tilagoGoeppertiαnet Schroeter, U. I{:uelweαna Wolff, 

u. Pαrlαlo?・ei Fischer de Waldheim及び U.R:wnicisくBerk.) Clinton 等が知られている。其
等の種類。中 u. pα？＇lαto？・ei は寄主植物の翠，葉柄或は葉脈を侵し，被害部は嬰曲，膨大する。叉 u. 
Goeppertimtaは主として葉及び葉柄を侵すが時二重或は花を侵害し，胞子；ま無色或は淡紫色を墨ずる。本

邦産種が尼部に生じ，叉胞千が晴紫色なる貼で前記の2種とは異る。 U. Rurni'cis は花部を侵すが乎房の

みならず花軸をも侵して花部全体が長い粉状体になる賠マ之亦本邦童のものと異るロ本邦謹むものを u.
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ll.Jiぬe倒協 と比接する~~共に諸都を侵すが手島のみ~て花臓を蟻オ嘆がな〈｝叉砲乎の形態，色及び其

他の践で両者i:t・一致する．邸もおK僻抑制協 Wolfftま本邦t議ける’階建館種で£る．

m, 

Ha1・. ~· 肝ariis 必制的 4eet側e L. . t ~ha), lbilia. PIW. 百期biyukiInob&, 9J) 

Ii;) 

ew『旬 Japnn.

。liO＞著者8入伊樽＠働賜物， IX,・・p.紛， fig.2, 1鮒）は・:n仰．嵐網島物に寄生する働省を精釜
－－  

L実D~·iこ奇妙た，即ち p~α/cop~-Ni ahtd~uαS. -Ito f兎州軍ィチジタd 菌） , Uretto伽 ≪.U.lae
台湾重イチジクの僑薗），Oe倒eli糊 Butlenαき糊（BG~l・3品”“借度量 Fleu1 g［，伽eratα

の鍋薗｝及び PhakopsO'I・α Fit:l~eri館如e 日. Ito-et Y. 0随凶《北米印度竃イチジム本邦章イヌピJ

及び台湾軍ケイヌピハ，タイワνイヌぜん土の鋳薗〉の4種であるが倫有名な・Uredo FIJ -Cast.を最後の
E七て壊按コた．典後平録直秀氏 r鳥取量体前噂続事傷報告， VU,p. 12, 1943; p~ m，酬のは

抑》句 :JC:ぜムて九州〉延び，、マイ’ヌピハ f台湾〉上の.菌をPlf,akopaO'l'iαltci・ereetaeに虜せしめてい

る0 Fi伺 S島以外の間科の植物に寄生する続薗ι上記録薗との異関につ、ーては更に後来。橡詩金要する，
私共は上記の Ut・e,do品切dαeについては庇iこその皐術醗粛識を公表する所があったがぽ島博物皐曾

報， XVII,p・171,I舛3),PhakopBIJ'M Fi・~－ereetae については未だその聾衰を笹ていないので絃に公表
する突傷である，

く~60) Pkalcop＇ゐαFici-ereetαe・s.~也錦 Y.9踊説
加．加dZc:ゅ，1.I玄， p.鰍，.fig. 2, ~~蛸くn畑・ 8旬以~.） (Hill'旬uq,Mem.~似戚

.Agr. Coll. VII, p. 12; l御3;,p. a:弾丸却44)

S戸・ Uぬ・do.、Fiol.a胤 .in,Deem. Pl. ~ypt. 臨 1槌2,

あtehneol,，αFiol（~ B叫．〉♂沖，＿， Ann.Myo. XII, p. 1瓜 11U4,11-p・〉
αf'~telium Plci (non Ar血~） ＿（磁醐E齢制d・u.m伽，肱 M略・ Tokyo,XLb., p. 

28, 1930,. p. p. -Saw：“a, · D嶋田・ Q削.~.F1凶gi, ~－－ p・ li7, 1糊， p. ＇~）
p, Nis/J.danα くa岨 －~Ito) . .＇｛出削SU孟：＆，~ － 鼠時抑o ＿賞品庫品鼠>C-..玄VI,p. 142, 

1940; J，偶r.~ap.. 加.xv, .P.必D,1$39; ・xv1, p.鎗7，胤0・＆恥， My叫.Fl. of. J姥蜘• II, 
'; p. 117, 
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tibus, con凶picui8,atri円；もeleuto;:;porisin strati対 2・・4snperpo8iti!3, coalitis, ellipsoicleis ve1 

oblongi民 flaviclisvel f1九vo-brunneis,lovibus, rn-21×6・14μ, episporio l-1.5p crasso, superne 

I eni ter incrnssato. 

Hab. in foliis vfris Fld Beeelieyanae Hυok. et Arn. (Ke-inubiwa), Formosa; F. erec-

tαe由mn1).(Inn',iwa), Shikoku, Kyushu; var. S-leboldli King. (Hosoba-=lnubiwa), KyusM; 

F. fo1・1110sαnae Mn.xim・（Tn.iwan-inu11iwa¥Formosa; F. 'l'aSC'ulo.sαe Wall. (Hama-inul】iwaう，

Formosa. 

Distrih Jap[tn (Shikoku, KyushU), P,υrmosa, Philippines, India, North America, Souもh

.America, Europe，」Hrica.

く161）館脇操及び古津潔夫両氏が昭和17年ラ月 4日中華民国山西省太原に於て採集されたタカトウグイ

Nuplim、biα peklnens'h~ Ruprecht）及び E. tum.tiαtα Bunge上の鈴蘭を U?'Omy_ces laevi s 

_ Kornicke と同定した。轟：こ劉慣誇及び王雲章雨氏くContribution from the Institute of Botany, 

National Academy of Peking, vol. III, p. 27, 1935）が Nuplwrbiαfon'UlatαWilld.上の銃菌を

新種と認め－ Dヤoinyces Eu p lim・biae-b.1,nulαfαe E命名きれ七が寄主植物も同一であり且つその記載文

より見るに上記乃菌と同ーと思惟されるので同物異名として取扱う事とした。

向山西省蓬の本菌と Tranz自chel 及び Serebr ian i kow 繭氏のロシア菌類棄第5輯 No.205 の

EuphorbiαGerα？・diαnαJacj. 上の Uromyceslαevis Korn. CAleschki, prov. Tauriae; 1909, 22, 

VI・5,VII; Legit W. Tranzschel）とを比較するに前者の若手胞子中に少しく大形なるものL多い傾向が認

められるが，其他の賂では全く一致する。

(161) U1’ornyees 1αevis Kornicke 

日edw.XVI, p. 38, 1877, p. p.ー Klebahn,Krypt. Mark Brand. Va, {3), p. 258，五g.A 

35c, 1914-Sydow, Monogr. Urecl. II, p. 182, 1910・Tranzsch.Ann. Myc. VIII, p. 30,1910. 

Syn. UヤrnnycesNaplwrbiαe-fom1lαfαc Liou f!t Wang, Conもr. In前. Bot. N川. Acad. 

Peking, Vol. III, p. 27, pl. VI, fig. 2, 1985. 

Hab. in foliis vivis Euplwrbiae l'llrmlatae Bunge, Taiytian-fu, Sh姐 si,China (M:. 

Tatewaki eもK.Furusaw’a, 4 Maio, 1942) et E・pekinensisRupr. ( Takat6dai), Taiyiian-fu, 

Sbansi，匂1inaくM.Taもewakie色K.Furusn.wa, 4 Mn灼， 194:2)

Distri h. Europe, China. 

く162) 重量に平塚直秀氏はサノレト Pイパク cS；ηiilax Cltinα L，）葉上の鋳胞千世代とシヤウジヤウスゲ

d くCαre立~ blephα7・icαrpαFranch.）葉上に夏胞子及び各胞子世代を纏遁ナる Pucciniα 厨の 1種どの

聞に同根関係のある事を碓讃じた。即ち昭和13年6月17日鳥取市樗漢に於て銃千腔の多数形成を見たサルト P

イバラの葉を採集し，翌日該鏡子腔より得た成熟した銃胞千を以てジヤウジヤウスゲの若葉の裏面に接種を行

い， 7月IO日に夏胞乎， 9月1ラ日に各胞千の形成を認めたのである。 く未麗表〉

向，平塚氏選附のシヤウジヤウスゲ上の Pucciniαのi種とオグシ Pカνスゲ〈σα？＇ex okuslzirensis 
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Akiyama）上の Pucciniα Oaricis-okuskirensis Homma とを比較するに前者の夏胞子は後者のそが

に比し稽大形のものL多い傾向が認められるが其他の黙に於ては夏胞乎及び多胞乎共に全く酷似している。

〈措置参照〉然しサルト Y.,Cパラ上の銑胞子世代主オグシリカYスゲ上の PucciniαOa1・icis事okushi1・ensis

との同根関係が確詮されておらないので，前者を後者の鋳胞子世代と認める事が出来ず，それ故夏胞乎及び各

胞子共に酷似するが，現在の所ではシヤウジヤウスゲ上の Pucciniαを P'acciniαCα7・ici s~okuslii rensi s 

と同 l種として取扱う事は出来ない。

0000 
0必。 n 

•• 0 
・~.-0 
＠’ 0-
e 9.00"' 
0 0 0 

A. タカトウグイ上の Uトomyceslaevis 
pの冬胞子・.B. Ustilago Aspαragi-
P立gm，αeiの胞子及び被害の訣.c.シヤウ
ジヤウスゲ上の P’ueciniα Cαricis-
blep!ta1・i cαrp仰 の夏胞子及び各胞子．
D.オクシ Fカンスゲ上の Pucciniα 
Cαri ci s-okushi rensi sの夏胞子及び冬胞
子．

サルト 9イパラ上に鋳胞子世代を，シヤウジヤウスゲ上に夏胞子及び名胞子世代を経過する鋳菌に謝し

PucciniαCαri ci s-bl e P_ Iiαricαrpαe Hiraisukaと命名し， p.Carイcis-ok'ushi rensi s との類縁関係に

ついては後来の研究に侯つこと Lした。尚，津田兼吉氏〈台北農林皐曾報， X玄玄III;98, 1943；台湾産菌類

調査報告， IX;130,1943）護表の台湾産サノレト Pイパラ上の Aeeidiimi品ri:llaci s-Clti nαe Sawada と

本種との関係についても更に後来の橡討を要する。

(162) PucciniαCαricis-blepharica1・pae Hirntsuka, sp. nov. 

Syn. Aec1~diimi Smdacis (non Schw.) (P. Henn. in Engl. B札 Jahrb. XX.XII, p. 
37, 1902 -Hiratsuka, Jour. Jn.p. Bot. XJ, p. 284, 1935; et Yoshinaga, Mem. Tot加1riAgr. Coll. 

III, p. 336, 1935 -Kntsuki ancl Maki, Trans. Nn.t. Hist. Soc. Fukuoka, II, p. l56, 19β8 -

Togashi, Bull. Imp. Coll. Agr. and For. Morioka, XXII, p. 34, 1936, p. p. -Yoshinaga and 

Hiratsuka，弘元.Mag. Tokyo, XLIV, p. 664, 1930 -Yoshino, Boι 班rtg.Tokyo, XIX, p. (93）~ 

1905. 

Pycnidiis amphigenis, plerumque epipbyllis, in greges rotunclatos dispositis, 

su1~epidermicis, profundo immersis, melJeis, 100 -160 μ dia.m.; aecidiis hypophyllis, 

rarius epiphyJlis, aggregatis, 2.5 -'lOmm diam., sn.epa etiam in nervos 剖 petiola elonga-もOS

evolu色is, mn.culis or~Jiculn.ri Lus vel ellipもfois,2.5 -15 mm  diam., bru凶 eis vel 

fuscobnmneis in円icfonもiLu向 cupulntis, en.. 250 350 fl・ diam., m九rgino alhido recurvnto 

denticuln加； cellulisperidii finne conjunctis, polygounlibus, 25・34×22-27μ,pariete exteriore 
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批riato, 4・7μ, iuteriore vぽmcoso 3_5μ crnsso; sporis augulaもo-glo1、osis,su1)g・lobosisvel 

ellipsoideis, minuもeverruculosis, ・ suhhyalinis, 19”28×17・24μ,episporio ca. 1ρeras so・

Soris uredosporiferis hypopbyllis, spn.rsis vel aggregn.tis, rr込nuもis, rotundati~ vel 

oblongis, primo epidermide 旬ctis, dein nudis, subpul verulentis, rufo・brunneis; uredosporis 

globosis, subglo"tosis vel I獅 -ellipsoideis,rnrius o"'..,longis, echinul川is, subhyalinis, 31-48× 

29-40 μ ; .episporio 3・5μ crasso, poris germinationis o"Jscuris. 

Soris teleutosporiferis conformi bus, brunneis vel n.tro・brunneis；ぬle凶osporisoblongo・

clavatis, u位inquerotunda.tis vel a悦enuaもis,saepe apice irregulrtri l us, 9-21μ, crasso, medio 

leniter constrictis, levil us, 1 runneis vel flavo・lrunneis,36-70×13・23μ; pedicello hyalino vel 

flavido, usque 70μ longo・

Ha1、.aecidia in foliis vi vis Smilacis ・ Oliinαe L., urcdo-eももeleu加sporae-iu foliis vi vis 

Octricis blepharieaγ'jJae Franch. 

Uir:itrih. Hokkaido, Honshu, Shikoku, Kyu8hfi. 

く163）津田兼吉氏〈台海産菌類調査報告， IX;55, 1943）は Ipomoeα麗のl種の葉に寄生する Pucdniα

の1種を新薗と認め PucciniαIp omαcα6 Sawadaなる名を興えられたb該種は標品を被しないが氏の記

載より見るに Ipomoeα麗に寄生する P'acciniα の他の種類とは異る擦に思われる。然し P'ucdniα 

Ip omαeαeなる種類は既iこRavenel氏が S.Carolinaに於て探索された Pucciniαのl種に Cooke氏

(in Lagerhe~m, Uredineae Herbari i Eliae Fries, p. 61, 1894）が命名されたものがあるので採用す

る事が出来ない。故に該種に新皐名を興へると共にラテシ記間文を弐に記する事とした。

( 163) Puccinia heitoensis S. Ito et班urayama,npm. nov. 

Syn. PucciniαIp omαeαe)1on Cooke, 1894) Sawada, Descr. Catal. Form. Fungi, IX, p. 

55, pl. II，、fig.7-8, 1943 (nom. seminnd・J

Soris もeleutosporiferishypopbyllis, rarius epiphyllis, saepe nervicolis, mac°nlis 

fusco-1~runneis, rotundatis illsidentiLus, saepe profunde immersis, sp111・sis, 0.7-3 mm  

diam., compactis, l1r・unneis；加leutosporis clavatis vel su 1 、o1Jlon~is, spice rotundatis vel 

01 ,tush;, raro位uncatis,incrassatis ( 5-8μ), medio constrictis, l asi a七tenuatis,levi 1、us,flavo-

1 ru~neis, 44・G3；×12-19μ,pediceIIo flavo・hruuneo,usque 34/..t Iongo ; sporis ・tricel lulari l us 

paucis immixtis 〔63×17μ〕．

Hab. in foliis viv 

Disもril、.Formosa. 

Resume 

、＼

In this paper are reported 6 species of Basidiomycetes p加-asitic on plants in 

Eastern Asia ; 2 specieH 1-elong to Ustilago, 1七o Pliαkops01刀：1 to Uromyces and 2 

to Pucciniα. Amongもhem2 species (UstUago Asparagi-pygmαel am] Pucc/m'u Ou1マ＇cl8・－

blephαrlcα？？αe) are newもoscience, 1 species (Pucclniαheltoensis) new name nnd 1 species 

(Usli・la&'OIfuelmeαnα） newもoJapan. 
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He/mintんoφorzunzsativum P. K. et B.の

小委子葉鞘よりの侵入に関するこ三の観察

栃内吉彦 6 宇井格生

Y. Tochinai and T. Ui 

北海道大事農皐部植物事教室

0加。rvationson the invasion of HめぼれthoザoriwnBαlivum P. K. e色B.

初出ecoleoptile of wheat seedlings. 

くWiもhEnglish resume, p.93) 

要類斑暫病菌， HelmintlwspO?・ium sαtivwn P. K. et B.は大婆，小袈， 、ライ姿，燕褒等の各種菱類を

はじめ58種の禾本科植物を侵害しくChristensen1922) , 寄主植物の各生育時期にそのあらゆる器官を侵す

寄生性の康いものである。即ち北海遁に於いては，大婆種子に付着せる胞千が，種乎の褒芽に際してこれを侵

害しその護芽翠を20乃至30%低下せしめ（高橋 194め， 更に40～50%の擢病稚苗を生ずる。此の菌は，寄

主の根部を侵すときは“根腐病”くroot-rot）・を，地際部を犯すときは“裾桔病” Efoot-roのを， 文葉部に

侵入すす1ば斑斡病（spot disease）をおこしくStakman 19こ0），更に成熟中の種子にあっては，黒目粒

(Black Knot）の原困となるく明日山 1938）。 之等の諸症の内，種子及び土援に由来する菌によって起

る稚苗期の疾病は，寄主植物の幼弱なるために蒙る被害の大なる馳，及び其の後の生育に及lます影響の顕著な

る鮪より見て，最も重要なものと考へられるo

一般に稚苗期に於ける根腐病及び裾桔病は同時に裂病するものであるからF 米閣及びカナダ等に於いては特

に此の爾者を直別ずることなし一般に foot-and root-rotと呼んで居る。北海道の小姿にあっては，特殊

な地帯及び特異な気候捺件の年を除き，裾桔病護生の頻度は根腐病に於けるよりも大である。裾桔病の場合に

病原菌の寄主体侵入は，千葉鞘に起る場合が最も多い。依って木菌の子葉鞘侵入について行ったご，三の観察

並びに賞験の結果の大略を此慮に報告する。

観 察

子葉鞘は，乙の菌が小委稚苗を侵す場合の侵入門戸のーっとなるが，一方に於て叉乙の器官

は幼葉が未だ充分に生育しない間に病原菌に侵されるのを防ぐ保護の佼をする。 とのととは

01JhiobO'i・uqgmminisの小委子葉鞘侵害の場合（.Fellows1929），或は Sphacelothecαsorghi

の侵入の際に見られる鹿くReed<(; Melchers 1925）と類似する．此の子葉鞘の保護が完工い場合

K，稚苗の，殊に第一葉鞘基部或は第一葉が，どの程度に被害を蒙るかを，北海道に於て裾枯

病に強抵抗性の春播小委農林29披及び同じく憾病性の高い春播小委農林35放について翻察を行

ワた。使用品種は何れも北海道農業試験場産の純系である。之等の種子を4倍昇宋水を以て15分

間表面殺菌し，水洗後，殺菌石英砂上に播種し， 25。Cの恒湿器中の暗所に於て生育せしめた．

子葉納、が約 l'cmに建したとき，剃万をもって， 業主傷付けぬ様に子葉鞘先端並びにそのー側

面を切除して，その部分を H・8αtiV'l.lrti胞子の濃い懸濁液に！瞬間浸し，直ちに引上げ植木鉢の

殺菌土壌上におき，その上に約1.5cmの厚さに復土したs 封照匿には蒸溜水をこ以って同一慮理

を行ったものを用ひた。更に子葉拘を切除せぬものについて同様の接種をと行ひ又，蒸溜水庭理

θ釣照直を設け？と。その結果を第1表に示す。表中裂病率の算定は栃内及び梁（194-6）の方法

に依った。 ． 
4・z
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第 l表 小褒乎薬鞘より H・8αtivumの侵入

議 病
農林 35競 ｜播醐l護雑｜

一 士 ＋ ｜＋＋二 I+++.

接種f子葉鞘切除 150 147 。 32 18- 89 81.9 

底無庖理 150 145 39 28 30 68.5 

劉照（子葉鞘切除 iラO 126 104 2 。 。 4.8 
直無慮理 150 137 121 1ラ 。 。 3.1 
農林 29競

接種（乎葉鞘切除 44.ラ128 。 67 26 31 4 

直無魔理 150 i 141 6 93 42 。 。 31.4 
鈎照j千葉鞘切除 130 9ラ 21 14 。 。 9.4 
直無慮理 150 143 133 IO 。・． 。 。 1.7 
此の結果より見ると，菌が子葉鞘を通過するとと友しに，直接第一葉をその後育の極く初期

に侵害すれば， 抽第一葉はその基部のみ左ちでF，先端部迄も菌θ侵害するととろと友り，擢病性

は高い農林35銃にあっては，愛芽不能の稚苗が著しく増加する。但し，表示はし友かったが，

無接種の謝照匿の植物にあっても，子葉鞘明除麗理の影響により，事丈はや L低下し， X分業
は増加する傾向を認めた。以上の試験結果によりて明か左る如く，子葉鞘は小委種子議芽初期

に於げる菌の侵入に劃して著しい保護の役をすると思はれる。

更に此の部分より Tる菌侵入の様相及び共他二，三の黙について観察を行った。

Dosdall く1923）の宣験によれば， E・8αtivu怖の胞子の蒸溜水中に於ける護芽寧は， Czapek培養液中
に於けるよりも遥かに低＜， Christensen (1922）の賞験に於いても，水滴中に寄主組織片が存在した場合に，

翠溜水中に於けるよりも裂芽は良い様である。 Christensen(192のは各種寄主植物或は寄主以外の植物の組

織片を比較して，吾妻芽寧には差は認められなかったが，援芽嘉tは寄主片のある方が良好の様であったと述ペて

ゐる。筆者は農林29競及び同35競の乎葉鞘を使用して侵入の賦況を観察せる間に，屡々上詑二つの異った品種

上で胞子の鼓芽に差のある事を認めたので，之を確めるために弐の如き賓験を行った。

前記2品額。殺菌種子を腰高後芽シヤ｛レ中の石英砂護芽床上に， 25°0，暗黒下で褒芽せし

め，予薬鞘、が約2.5cmに達せるとき，シヤ｛レを密閉してから約10時間後に子葉鞘上に溢泌せ

る1.k滴りパーグラスに取り，それをホ｛ルスライド上に糊して，との溢泌加に於ける胞

子の褒芽．を試験した． 6時間後に於ける護芽欺況は第2表に示した通りである。此の結果より

第2表 1J、察手葉鞘工りの溢液中に於ける H・8αtivum分生胞乎の褒芽

最株35~売

農林29競

蒸溜 7.R

観察胞手数

1381 

1406 

750 

裂芽胞手数

936 

799 

264 

不謹芽胞乎敷

44ラ

607 

486 

護芽 ．率

67.8% 

56.89話

35.2% 

第3表 千葉鞘上に於ける H・8αtimun護穿及び千葉鞘細胞への侵入

｜時｜電通 l脱却1！特将司主？？？宝
農林3ラ携 I 1011 I 122 I 10.9%1 69t I 472 I 126 I 56 I 4ラ9I I 
農林29強 I 1042 I 68ラ I 65.7 I 452. I 319 I s9 I o I 350 I J 
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見ると， 35披の経液中に於ける後芽は最良で、，蒸・溜7k中に於て最も少なかった。ヨたに，寄主体

上に噴霧せる蒸留水滴中でのま芝芽を調＊した。その結果を第3去に示したが，胞子主後J,fせaし

めた子葉鞘の表皮切片を作製しτ検鏡するまでに，米だ議芽管をt:Hさや，従って寄主休上によ
く附着してゐない胞子は操作中に流失或は溶明Ftc依って失はれるものがあるから3 不受芽胞子

。数は賓際より少くかぞへられる院があるが，大体に於いて表に現はれた傾向と大差はないと

思ふ。又，上記の如くして護芽せしめた小委子葉鞘K H・8αti山川の胞子懸濁液を噴霧して，

20時間漁室中に保った後，剃刀にて表皮を薄片に切り取り，之を表商工り検鏡Lて菌D俊入枇

況を視察した。子葉鞘上に接種せる胞子は 5～6時間後に登芽告と開始し， 12時間後に寄主細胞

表皮上K附着器を形成し，ヨたいで附着器より織細な侵入菌糸を出して寄主細胞D表皮を賞穿し，

直接表皮細胞内へ，或は叉表皮納胞の縫合部より納胞間隙へ侵入するく第1-2闘）0 

2σ 

第1圃 H・8αtivwnの子葉鞘細胞膜縫合部よりの侵入〈×200)a：附荒器.h：細胞縫合部へ侵入せる繭糸．

b: i細胞膜の肥厚部位．

第2圃子葉鞘表皮の侵入による肥厚くx400) ・ 2a.細胞内へ南り前接侵入せるもの. 2b・細胞縫合部より

侵入せるもの. b：細胞艇の肥厚t肢がに慶色． h：細胞110隙の菌糸・

菌の子葉鞘接種の際の細胞膜穿貫に主る細胞内侵入と，細胞縫合昔幌入との比率は外界僚件

によって異る。一般に小委にあっては，大安に於けるより細胞縫合部からの侵入が少い傾向が

認められる。此の黙に関しては別に詳細な報告を行ぴ度い白子葉粉表面で最も良く侵入を見ら

れるのは，子葉鞘の中の2本の維管東tcl'L近い表皮，即ち格闘形を呈する子葉鞘横断面の尖端

部附近であった3 子葉鞘土に形成される附荒器は，西門氏（1930）が玉萄黍の斑賠病に就いて

述べて居る如き掌紋のものではなく， 8もevena( 1922）が小委葉怖の内側で観察せる如く球形

若しくは偏球形を呈した。

菌の侵入忙上りて起る寄主細胞の餐化については別に報告するが，その大要は第8表K示し

た如くであって，農林35統では伺29披に比して菌の侵入並びに共の後の愛育は速かであり，又

旺勢であったe 而してお競に於ける子葉鞘細胞の病鑓は， 29競に於けるより顕著であった。接

種後48時間に草ー附着器より侵入した菌は， 35銃に於いては長さ 3～5mmeJ~農褐色狭長なる病

斑を形成するが，ー29競では 1,._,・2mmの淡色の病斑を形成するに過ぎなかった9

上記の子葉鞘材料をホルマリンで同定し，横断或は縦断ミクロトーム切片を作~， Fremming

三重染色，或は Pianase染色を施して視察したーその結果によると，附着器の形成或は菌糸
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の侵入によりて，子葉鞘表皮細胞は肥厚し，又染色を施さぬ切！；・で此の部分を検鈍すると，賞

乃至淡黄褐色をしてゐるのが見られる（第2闘 ft）。更に此の部を詳細に翻察すると， 細胞膜

表厨は最初 Sn,franinfC依って濃染ナるが，後には褐色に鍵じて染らなくなり 3細胞内容全部補

獲する。此の鮎は，生蕃茄葉に稲熱病菌を接積せる場合の吉井氏（1948）の所見に類似する。

細胞縫合部よりの菌の侵入にあっでは，侵入筒庭医隣接する表皮細胞膜，或ば侵入菌糸に接す

る細胞膜の肥厚，縫色及びサフラ＝ンに依る染色性θ増加が認められたく第2闘b）。 細胞膜

を穿賞して直接細胞内に侵入した菌糸は， 2-3本に分岐し狭長友表皮細胞中を何れも縦方向

に伸長するn 此の方向への菌糸θ生長は，横に接する細胞中へD蔓延に比して遥かに速かであ

る。菌糸の侵入を蒙った表皮細胞は膨座を失ひ，暫時の後にその外側の細胞膜は内側細胞艇に

附着して，るたかも膜が極端に肥厚せる如き外視を呈するに至るo細胞縫合部より侵入せる菌

糸は，第1闘に示したる如く，侵入部位付近の細胞艇を．肥厚黄褐愛せしめる。かくの如き細胞

膜に於ける病愛は，侵入初期に表面より観察せる庭では，菌糸が細胞肢を穿賞して侵入せる場

合主りも庚い範閣に起り，且つその病援は著しい。此の場合には侵入せる菌糸の縦方向への蔓

延は少し第1固に示ず如く菌θ護育が一部分で停止するものが多い。然し乍ら生長を停止し

ない菌糸は，細胞間際を通づて子葉鞠内側に向ひ侵入して行く。前記の愛育を停止せる菌糸も，

種子に付着せる子薬鞘をや L乾燥歌態においた後再び湯潤棋態に復せしめれば，一部にまた仲

長を始めるもののある事を観察した。

斯くの如くして細胞内或は細胞間際を組織の内部へ向って蔓延せる菌糸は，第一葉鞘内側表

皮を内から外へ貫き通過して，第一葉鞘の表皮へ侵入するo 菌子葉鞘内側表皮忠良・いて第一幼

葉表皮へ侵入する事は Ophiob01・u:f gmminisの場合（FeJ I ows 1929）と異る慮であるが，そ

の際菌糸が子葉鞘内側表皮に多数集合する鮪は雨者類似する。農林35披にては一般的に，又農

林29披にては侵入が旺勢に行はれた場合に限り，子葉鞘組織が崩潰して，第一葉鞘の表皮細胞

が露出するに至ると，菌は容易にとれ，に侵入して速かに第一葉基部に病~U：：作る。叉菌が子葉

鞘の内側表皮を貫通し得宇，第一葉鞘への侵入を果し得ぬときも，分撲による玄基部の肥大，

或は他の原因によって，子葉鞘θ裂開を来たせば菌は容易に内部の葉鞘へ侵入するに至るo然

し以上の如き子葉鞘より第一葉基部への菌の侵入が，幼若た稚苗期に起らなければ、，立枯と云

ふような激しい症欣を呈するととは特別な場合以外にはない。との黙に子葉鞠の菌侵入に封す

る保護機構の意義が認められる。

=:.1、 ＂＂戸存

員同 H詫

北海誼に於いて Helrnintlwspo1・i'll'Jnsαtivurn P. K. et B. は，大要，小委の異った雪量育時期に接置

を起して，各時期に夫々特有の病症を惹起する。特に稚苗期iこ於ける侵害によりて，種子の不遜芽，幼苗の裾

枯等を惹起して著しい被害を及ぼす。此の稚苗期に於ける裾桔病にありては，菌の侵入は主としそ葉鞘に起るo

市して千葉鞘は菌の子蔚」2織侵入に劃する防禦的佼割を果すものであって，千葉組織が菌の侵入により‘或は

他の原因によって裂調すれば菌は容易に第一葉基部に侵入して，その生育を妨げ，更に第二葉に侵入する。

乎葉鞘組織への菌の侵入獄況を見るに，細胞を貫穿して細胞内ヘ直接侵入する場合と， 表皮細胞縫合部より

細胞間強へ侵入する場合との雨者が認められるo H. oryzaeの稲葉侵人に関しても同様のことが観察され‘

Cゐるく吉井 1938）。細胞縫合部より侵たせる菌は，やがてその生育を停止することが多いが，ーたん生育

を停止せる菌糸が其後の燦件の題化によって再び生育を始めることもあった。菌の侵入により， その附近の細

胞膜はサフラ且Yに濃染され，叉肥厚，慶色ずる。かLる細胞膜の肥厚は表皮細胞のみならず，組織内部の細

胞膜！こ於いても認められるo稚苗期に裾椅病に犯されやすい春播小委農林35競及び強抵抗性の同29読を比駿す
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ると前者に於て細胞膜の嬰化及び原形質の病襲は著しい。

この報告には示さなかったが，本菌の大萎子葉鞘侵入にあっては，細胞縫合部穿貰侵入の比率が，小委に於

けるよりも大であって，細胞膜を穿貫して直接侵スせる場合にも，細胞内容の慶色は小委の場合程著しくない。

接種質験に於いて大婆は常に小委よりも強抵抗性を示し，国場に於いても小委裾桔病の護主は大姿に比Lて多

L、。
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Resume 

The protective action of wheat coleoptile againsもも；heattacks of Helmintlwsporiwn 

sati v'Wn was examined by cuもtingoff the young coleoptiles. The .numl ~ers of hlighted. 

seedlings were larger in the susce1)tihle whef凶 vn.rie七y(Norin No. 35）もbanin the 

resistanもone(Norin No. 29）・

The invasion of the hypae to也ecoleoptile was observed using fixed or fresh materials. 

The protopfasmic changes induced by the invasion ofもhepaもhogen, were much more 

renrn;rkn.ble in the susce.pltible hosts than in the resistant, ones. 

Invasion ofもhehyphae occurred by penet1:ating もhroughthe epidermal cell walls, or 

onもhemiddle lamelln. ofも.hem.In hoもh cases, the cell '¥Valls色hickenedand were colored in 

light brown. .A色白eearly stage of the invasion，も.ben.ffec色edcell wa.11 s were s七ainedhy 

Safranin deeply bu七inthe advanced stage，.もheycould hardly stained by the pigmen七and

colored of iもselfin brown. The mycelia, invaded intercellular spaces of七hecoleopむiletissues, 

in general 前opped their grow色h mean勺 ・hile,but u. few of them began もheirgrowth agn.in 

under certain conditions. 
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